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大阪府議会議員団としての提言をとりまとめたので、議員団の総意

として提出する。 

提言内容の実現にあたっては、最大の努力をされるよう強く要望

する。 
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Ⅰ コロナと共存する社会づくり 
１  感 染 拡 大 防 止 対 策 等  

（ 1） 保 健 所 支 援 体 制 の 充 実  

 ○  感 染 拡 大 期 に お け る 保 健 所 の 業 務 量 増 加 に 対 応 し て 、 保 健 師 な

ど の 適 正 な 人 員 配 置 を 行 う と と も に 、 政 令 市 ・ 中 核 市 の 保 健 所 と

の 連 携 を 密 に す る な ど 、 支 援 体 制 の 充 実 ・ 強 化 に 努 め る こ と 。  

 

（ 2） 学 校 に お け る 感 染 防 止 等  

 ○  各 学 校 の 昼 食 時 に お け る 教 室 や 食 堂 の 利 用 に 時 差 を 設 け る な ど

の 配 慮 を 行 う こ と 。ま た 、多 く の 生 徒 が 利 用 す る 食 堂 に つ い て は 、

衛 生 管 理 の 徹 底 、 換 気 設 備 の 整 備 、 消 毒 ・ 清 掃 の 徹 底 、 間 隔 を あ

け た 配 席 ・ 仕 切 り 設 置 、 テ イ ク ア ウ ト メ ニ ュ ー へ の 変 更 に 取 組 む

こ と 。  

 〇  支 援 学 校 へ の 集 団 接 種 に つ い て 西 浦 支 援 学 校 の 事 例 を も と に 、

府 が 主 体 的 と な っ て ス キ ー ム の 構 築 に 努 め る こ と 。  

 

（ ３ ） コ ロ ナ 後 遺 症  

 〇  後 遺 症 の 専 門 外 来 を 設 置 し て い る 医 療 機 関 に 対 し て 、 受 診 者 数

等 の 状 況 に つ い て ヒ ア リ ン グ を 行 う と と も に 、 国 に よ る 後 遺 症 の

症 状 や 発 生 頻 度 、 症 状 の 持 続 期 間 や 予 後 の 把 握 な ど に 関 す る 調 査

研 究 の 結 果 も 踏 ま え 、 府 と し て 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 後 遺 症 対 策 に

し っ か り 取 り 組 ん で い く こ と 。  

 

（ ４ ） 大 阪 府 で 得 ら れ た 知 見 や 感 染 デ ー タ の 分 析  

 ○  大 阪 に お い て 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 対 策 の 緊 急 事 態 宣 言 が 明   

け 、 人 の 流 れ や 街 の 活 気 が 戻 り つ つ あ る 。 た だ 、 感 染 者 急 減 の 理

由 は 明 確 に 分 か っ て い な い 。今 後 、リ バ ウ ン ド を 防 ぐ に た め に は 、

ウ イ ル ス の 特 性 の 解 明 等 が 不 可 欠 。 大 阪 コ ロ ナ 追 跡 シ ス テ ム な ど

大 阪 府 に お い て 得 ら れ た 知 見 や 感 染 デ ー タ を 、 今 後 の 感 染 拡 大 防

止 に 役 立 て る と と も に 、 感 染 拡 大 の 原 因 の 究 明 に も つ な げ て い く

こ と 。  

 

２  府 民 の 暮 ら し と 経 済 を 支 え る 対 策  

（ １ ） 事 業 活 動 の 維 持 ・ 継 続  

 ○  新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 に よ っ て 、 テ レ ワ ー ク の 環 境 整 備 が

急 務 と な っ て い る こ と か ら 、 中 小 企 業 に お け る テ レ ワ ー ク の 円 滑

な 導 入 ・ 支 援 を 図 る こ と 。  

（ ２ ） 生 徒 が 安 心 し て 学 べ る 学 習 環 境 の 整 備  

 ○  学 校 に お け る オ ン ラ イ ン 授 業 の 体 制 整 備 に つ い て は 、 生 徒 の 学

習 機 会 を 保 障 す る 観 点 か ら 、 公 立 私 立 を 問 わ ず 、 教 育 格 差 が 生 じ

な い よ う 特 段 の 配 慮 を 行 う こ と 。  
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 ○  教 員 の ICT 活 用 に お け る ノ ウ ハ ウ や ス キ ル の 格 差 を 是 正 し 、指

導 力 の 向 上 を 図 る こ と 。  

 ○   生 徒 の 学 習 支 援 を 円 滑 に 進 め る た め 、 コ ー デ ィ ネ ー タ ー 、 ス ク

ー ル サ ポ ー ト ス タ ッ フ 、 補 助 教 員 等 の 配 置 ・ 拡 充 を 図 る こ と 。  

 

（ ３ ） ワ ク チ ン 接 種 の 促 進  

 〇  新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス ワ ク チ ン 追 加 接 種 に つ い て 、 事 前 予 約 す る

こ と な く 希 望 者 が 接 種 で き る よ う な 体 制 づ く り を 構 築 す る こ と 。 

 〇  大 阪 府 に お い て は 、 令 和 ２ 年 度 は 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症

と イ ン フ ル エ ン ザ の 併 発 に よ る 重 症 化 や 医 療 体 制 の ひ っ 迫 を 防 止

す る た め 、 65 歳 以 上 の 方 等 の イ ン フ ル エ ン ザ ワ ク チ ン 定 期 予 防

接 種 に つ い て は 、 お 住 ま い の 市 町 村 の 受 託 医 療 機 関 で 接 種 し た 場

合 に 、 原 則 無 償 と な る 補 助 制 度 を 設 け て い ま し た が 、 今 後 は 、 イ

ン フ ル エ ン ザ ワ ク チ ン 接 種 に つ い て 大 阪 府 民 の 健 康 を 守 り 、 多 く

の 方 に 接 種 し て も ら う た め に 無 償 化 を 検 討 し て い く こ と 。  

 

（ ４ ） オ ン ラ イ ン 診 療 の 普 及 促 進  

 〇  新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 拡 大 に 伴 い 、 医 療 機 関 へ の 受 診 が 困

難 な 例 が 多 発 し た 。 オ ン ラ イ ン 診 療 に 適 さ な い 症 状 や 疾 患 、 診 療

科 、 医 薬 品 等 も あ る も の の 、 オ ン ラ イ ン 診 療 の 利 点 を 享 受 で き る

症 状 も あ る 。 つ い て は 、 オ ン ラ イ ン 診 療 を 行 っ て い る 病 院 を 府 民

に 紹 介 を す る な ど 、オ ン ラ イ ン 診 療 の 普 及 促 進 に 努 め て い く こ と 。 

 

Ⅱ 経済の再生・復活 

１  2025 年 日 本 国 際 博 覧 会 （ 略 称 ： 大 阪 ・ 関 西 万 博 ）  

○  大 阪 ・ 関 西 万 博 の 開 催 は 、 大 阪 の み な ら ず 関 西 ひ い て は 、 日 本

の さ ら な る 発 展 に つ な げ て い か な け れ ば な ら な い 。  

そ の た め に も 、 大 阪 府 ・ 大 阪 市 だ け で は な く 、 府 内 市 町 村 、 近

畿 各 府 県 が 連 携 し た 取 り 組 み を し て い く こ と 。  

○   大 阪 ・ 関 西 万 博 の 開 催 準 備 に あ た っ て は 、 国 、 経 済 界 、 地 元 自

治 体 の 役 割 を 明 確 に し 、 適 正 な 開 催 経 費 の 下 、 効 率 的 に 準 備 を 進

め て い く こ と 。 ま た 、 開 催 経 費 に つ い て は 、 見 え る 化 ・ 情 報 公 開

を 進 め 、 計 画 変 更 箇 所 の 費 用 負 担 の 明 確 化 な ど 適 切 に 府 民 へ の 説

明 責 任 を 果 た し て い く こ と 。  

○   人 類 共 通 の 課 題 解 決 に 向 け て 、 全 て の 国 々 に と っ て 豊 か で 活 力

あ る 未 来 像 に つ い て 議 論 し 、 共 創 で き る 実 験 場 と な る よ う 、 魅 力

的 な 具 体 案 作 り に 開 催 自 治 体 と し て も 協 力 し て 取 り 組 む こ と 。 そ

の 際 、 最 先 端 技 術 や 若 い 世 代 の ア イ デ ア を 積 極 的 に 取 り 入 れ 、 未

来 の 技 術 や そ れ が も た ら す 新 た な 暮 ら し を 国 民 が 幅 広 く 考 え る 契

機 と 出 来 る よ う 力 を 尽 く す こ と 。  
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○   健 康 ・ 医 療 関 連 産 業 分 野 に イ ノ ベ ー シ ョ ン を 起 こ し 、 大 阪 の 地

域 経 済 の 活 性 化 や ビ ジ ネ ス 機 会 の 拡 大 に 貢 献 で き る よ う 尽 力 す る

こ と 。  

○   我 が 国 が 進 め る 未 来 社 会 「 Ｓ ｏ ｃ ｉ ｅ ｔ ｙ （ ソ サ イ エ テ ィ ）

５ ． ０ 」 の 姿 を 世 界 に 発 信 す る こ と を 目 指 し 、 国 連 が 掲 げ る 「 持

続 可 能 な 開 発 目 標 （ Ｓ Ｄ Ｇ ｓ ）」 の 実 現 に 向 け て 取 り 組 む こ と 。  

○  国 、 経 済 界 そ の 他 関 係 機 関 が 連 携 し 、 大 阪 ・ 関 西 万 博 の 実 施 主

体 と な る 2025 年 日 本 国 際 博 覧 会 協 会 が 設 立 さ れ た が 、大 阪 府 と

し て 、 オ ー ル 府 庁 で の 取 組 と な る よ う 、 各 部 局 で の 取 組 み 方 策 を

検 討 し 、 万 博 成 功 に 向 け た 機 運 醸 成 を 加 速 す る こ と 。  

○   南 海 ト ラ フ に お け る 大 地 震 の 発 生 可 能 性 が 高 ま る 中 、 夢 洲 で の

万 博 開 催 は 初 め て の 人 工 島 で の 開 催 と な る 。 世 界 各 国 か ら 安 心 し

て 来 場 し て 頂 く た め に も 、 津 波 ・ 高 潮 対 策 は も と よ り 、 備 蓄 、 地

震 発 生 時 の 避 難 対 策 に 万 全 を 期 す る こ と 。  

○   大 阪 ・ 関 西 万 博 の 開 催 を 、 一 過 性 の イ ベ ン ト に 終 わ ら せ る こ と

な く 、 万 博 で 掲 げ た 理 念 や 開 催 に よ っ て 得 た 成 果 を 、 後 世 に 継 承

で き る よ う 取 組 み を 進 め る こ と 。  

 

２  世 界 遺 産 ・ 日 本 遺 産  

（ １ ） 太 陽 の 塔 の 世 界 遺 産 登 録  

〇  1970年 の 万 博 の シ ン ボ ル で あ る「 太 陽 の 塔 」に つ い て 、2025

年 大 阪 ・ 関 西 万 博 の イ ン パ ク ト に な る よ う 早 期 の 世 界 遺 産 登 録 を

目 指 し て い く こ と 。  

（ ２ ） 日 本 遺 産 の 取 組 み へ の 支 援  

○  日 本 遺 産 を 活 用 し た 地 域 活 性 化 に 向 け た 取 組 み の 推 進 に あ た

り 、 市 町 村 に 対 す る 補 助 対 象 事 業 や 補 助 内 容 の 拡 充 な ど 、 積 極 的

な 財 政 支 援 を 講 じ る と と も に 、 こ れ を 後 押 し で き る 施 策 を 展 開 し

て い く こ と 。  

 

３  国 際 会 議 の 誘 致 と 府 立 国 際 会 議 場 の 改 修  

○  大 阪 の 認 知 度 向 上 や 魅 力 発 信 に つ な が る 国 際 会 議 の 積 極 的 な 誘

致 を 進 め る こ と 。例 え ば 、2023 年 に 日 本 で 開 催 予 定 の 主 要 7 カ

国 首 脳 会 議（ G7）の 関 係 閣 僚 会 合 を 大 阪・堺 両 市 に 誘 致 す る こ と

や 2025 世 界 ア フ リ カ 開 発 会 議 （ TICAD） を 大 阪 に 誘 致 す る こ

と 。  

○  第 １ ４ 回 国 連 犯 罪 防 止 刑 事 司 法 会 議（ コ ン グ レ ス ）に つ い て は 、

大 阪 で は な く 京 都 で 開 催 さ れ た 。 今 後 、 同 様 の 国 際 会 議 を 誘 致 し

て い く た め 、 府 立 国 際 会 議 場 に お い て 、 必 要 な 改 修 を 早 期 に 行 う

こ と 。  
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４  大 阪 観 光 局 を 中 心 に オ ー ル 大 阪 の 観 光 戦 略  

（ １ ） 観 光 力 の 強 化  

○  観光産業の振興を推進するにあたっては、大阪城・ＵＳＪ等の観

光施設の集客効果を生かして、国内外における観光プロモーション

を一層強化するとともに、大阪の知名度向上と集客力の強化に資す

るために、大阪フィルムカウンシルと連携し、国内外の映画等の撮

影の誘致に努めること。また、これまで整備をした施設などの活用

については、ソフト施策に力を注ぎ、集客魅力の創出、安価で便利な

周遊券の利用促進、観光案内機能の向上や観光バスの乗降場等の確

保、街の公共デザインの総点検など、外国人旅行者を含むビジター

の安全・安心を確保し、利便性と周遊性を高め、宿泊・滞在型の観光

を一層推進すること。 

○  大 阪 市 以 外 に も 多 く の 観 光 客 に 訪 れ て も ら い 、 府 域 全 体 の 周 遊

を 図 る た め 、「 大 阪 周 遊 パ ス 」の 対 象 区 域 を 拡 大 す る よ う 、関 係 者

と の 調 整 を 進 め て い く こ と 。  

○  水の都大阪の成長に向け、都心の水辺を生かした恒常的なプログ

ラムの充実など、まちの魅力づくりに積極的に取り組むこと。 

○  外国人が交通機関を便利に利用でき、目的地まで到達できるよう、

外国語を併記した案内表示の充実などソフト・ハード両面にわたり、

サービスの改善を図ること。 

○  天 下 の 台 所 と 呼 ば れ た 大 阪 の 観 光 振 興 は 「 食 」 が 重 要 で あ る こ

と か ら 、 そ の 根 幹 と な る 農 林 水 産 業 の 振 興 に 努 め る と と も に 、 大

阪 の 農 業 、 林 業 、 水 産 業 等 、 産 業 そ の も の を 観 光 振 興 に 活 用 で き

る よ う 取 り 組 み を 進 め る こ と 。  

 ○ 民泊利用者が引き起こす騒音やごみ問題の解決に取り組むととも

に、地域の活動については支援すること。 

○ 過 疎 化 が 進 む 地 域 へ の 交 流 人 口 の 増 加 、 定 住 促 進 、 農 家 の 新 た

な 収 入 確 保 、 担 い 手 不 足 解 消 、 遊 休 農 地 解 消 が 見 込 め る 農 家 民 宿

を 推 進 す る こ と 。  

○  宿 泊 税 を 使 っ た 事 業 に 対 し て は 、 真 に 観 光 客 受 け 入 れ 環 境 整 備

に 合 致 し て い る か 、 効 果 が あ っ た の か 検 証 し 、 地 域 の 観 光 振 興 に

つ な が る 事 業 な ど 新 規 事 業 を 検 討 し て い く こ と 。  

○  御 堂 筋 イ ル ミ ネ ー シ ョ ン 事 業 に 関 し て は 、 御 堂 筋 イ ル ミ ネ ー シ

ョ ン 基 金 が 枯 渇 寸 前 で あ り 、 宿 泊 税 の 充 当 と い っ た 安 易 な 公 費 依

存 の 体 質 が 顕 著 と な っ て い る 。 事 業 規 模 の 縮 小 や 、 期 間 を 短 縮 す

る な ど 今 一 度 立 ち 止 ま っ て 事 業 の あ り 方 を 検 討 す る こ と 。  

 ○  訪 日 外 国 人 旅 行 者 に と っ て 、 日 本 滞 在 時 に 喫 煙 ス ペ ー ス を 確 保
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す る こ と が 、 海 外 と の 喫 煙 に 関 す る ル ー ル や 習 慣 等 が 異 な る こ と

か ら 難 し い 。 外 国 人 旅 行 者 が 増 加 す る 中 、 大 阪 に 滞 在 す る 外 国 人

旅 行 者 の 満 足 度 の 向 上 を 図 る 観 点 か ら も 、 屋 外 喫 煙 場 所 の 整 備 を

着 実 に 進 め て い く こ と 。  

 〇  ポ ス ト コ ロ ナ を 見 据 え た 、 訪 日 観 光 客 誘 致 戦 略 を 策 定 す る こ と  

 

（2）大阪観光局 

○  観光プロモーションを担う大阪観光局については、数値目標の達

成度のみを評価するのではなく、各事業の効果についても検証を行

うとともに、巨額の赤字が再び発生することのないよう、ガバナン

スの向上に努めること。 

 

（ 3） 関 西 国 際 空 港 の 活 用  

○  関 西 国 際 空 港 に お い て 、 大 阪 ・ 関 西 万 博 に 備 え て 、 更 な る 受 入

環 境 の 整 備 等 、 国 際 拠 点 空 港 と し て の 機 能 強 化 を 国 に 働 き か け る

こ と 。  

 

（ 4） 府 営 港 湾 の 活 用  

○  空 港 と 並 ぶ 物 流 拠 点 で あ る 「 府 営 港 湾 」 の 特 色 を 生 か し 、 国 内

外 か ら の 集 荷 集 客 等 を 促 し 「 賑 わ い の あ る 港 」 の 実 現 を は か る こ

と 。ま た 、港 湾 運 営 会 社 を 十 分 に 活 用 し た 取 り 組 み を 進 め る こ と 。 

 

（ 5） 関 西 三 空 港 の あ り 方  

○   関 西 三 空 港 が 各 々 の 役 割 を 発 揮 し 、 関 西 全 体 の 需 要 拡 大 つ な げ

て い く た め に は 、「 環 境 へ の 十 分 な 配 慮 」と「 地 元 理 解 」が 重 要 で

あ る の で 、 運 営 主 体 で あ る 関 西 エ ア ポ ー ト 社 の 経 営 計 画 な ど 今 後

の 運 営 に 十 分 配 慮 す る こ と 。  

○  国 際 拠 点 空 港 で あ る 関 空 を 中 核 に 据 え た 活 用 方 策 を 考 え る 必 要

が あ る が 、 こ う し た 認 識 を 関 係 者 間 で 共 有 し 、 議 論 を 進 め て い く

こ と 。  

 

５  ス ポ ー ツ メ ガ イ ベ ン ト を 起 爆 剤 と し た 観 光 戦 略  

（ １ ） スポーツ施策の推進 

○ 大阪・関西は、プロ選手やオリンピアン・パラリンピアンなどトッ

プレベルの選手を数多く生んできた土壌があり、地域スポーツも盛

んである。また、複数のプロチームや国際水準のスタジアム等の多種

多様な施設、スポーツ用品メーカーの集積などの資源が豊富であり、

健康・医療に関する研究機関や製造業などスポーツ関連分野の厚み
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もある。こうした強みを十分にいかし、スポーツを通じて人の元気、

まちの活性化が一層進むよう、オール大阪で取組んでいくこと。 

○ 東京2020オリンピック・パラリンピックの開催を契機として、ス

ポーツ振興とともに、スポーツを通じた都市魅力の発信に一層取り

組む必要がある。   

しかし、現状の府の体制や取組みは不十分であり、健康増進、障が

い者スポーツ振興のみならず、スポーツ関連産業育成に至る、あら

ゆるスポーツ施策の受け皿ともなる『（仮称）スポーツ局』を設置し、

部局横断的に施策の一元的運用を図ること。また、世界的スポーツ

イベントの成功に向けた「大阪府行動方針」を策定すること。 

 

（ ２ ） ℮スポーツ 

○  令 和 元 年 の 茨 城 国 体 の 文 化 プ ロ グ ラ ム に お い て 、 都 道 府 県 対 抗

の ℮ス ポ ー ツ 大 会 が 行 わ れ て い る 。府 に お い て も 、ゲ ー ム 依 存 症 の

課 題 や 経 済 効 果 等 を 十 分 検 証 し た う え で 、 普 及 に 向 け た 取 り 組 み

を 進 め て い く こ と 。  

 

６  統 合 型 リ ゾ ー ト （ Ｉ Ｒ ） 誘 致  

○  ギ ャ ン ブ ル 依 存 症 や 治 安 対 策 な ど に つ い て 、さ ら に 議 論 を 深 め 、

大 阪 の Ｉ Ｒ は ど う あ る べ き な の か 、 Ｉ Ｒ が 及 ぼ す 効 果 を 見 極 め 、

様 々 な 課 題 に つ い て 慎 重 に 対 応 し て い く こ と 。  

○  大 阪 IR基 本 構 想 に お い て は 、年 間 570億 円 の 納 付 金 と 130億 円

の 入 場 料 が 大 阪 府 ・ 市 に 入 る と 試 算 さ れ て い る が 、 府 内 市 町 村 に

も 、 そ の 恩 恵 が 行 き わ た る 仕 組 み を 構 築 す る こ と 。  

 

７  世 界 都 市 Ｏ Ｓ Ａ Ｋ Ａ ブ ラ ン ド 委 員 会 の 設 立  

○  大 阪 万 博 の 開 催 に あ た り 、 海 外 に 今 ま で 以 上 に 大 阪 の 魅 力 を 広

め る た め 、 大 阪 の 国 際 的 な ブ ラ ン ド 戦 略 を 構 築 す る と と も に 、 大

阪 の 技 術・食・歴 史・文 化 な ど の 魅 力 を 総 合 的 に プ ロ デ ュ ー ス し 、

大 阪 の 商 品 ・ サ ー ビ ス 等 の 世 界 展 開 を 図 る た め 、 『 世 界 都 市 Ｏ Ｓ

Ａ Ｋ Ａ ブ ラ ン ド 委 員 会 』 を 設 立 す る こ と 。  
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Ⅲ 大阪の産業を元気に  

（ １ ） 商 工 予 算 や 人 員 の 確 保  

○  大 阪 の 経 済 や 産 業 が 低 迷 し て い る 大 き な 原 因 の 一 つ が 、 大 阪 府

の 商 工 予 算 や 人 員 の 削 減 で あ る こ と を 認 識 し 、 必 要 な 商 工 施 策 へ

の 予 算 や 人 員 を 確 保 す る こ と 。  

 

（ ２ ） 法 人 府 民 税 均 等 割 に 係 る 超 過 課 税 の 基 金 化  

○  法 人 府 民 税 均 等 割 に 係 る 超 過 課 税 の 税 収 に つ い て は 、 基 金 化 す

る な ど 「 見 え る 化 」 を 図 る と と も に 、 中 小 企 業 の 経 営 基 盤 の 強 化

な ど 、 他 府 県 へ の 企 業 流 出 に 対 し て 歯 止 め を か け る た め の 支 援 策

に 充 て る こ と 。  

 

（ ３ ） 中 小 企 業 支 援    

○  中小企業や業界団体、商店街などの受発注や販路拡大など経営力

強化のための支援とともに、中小企業の人材育成や確保に努めるこ

と。 

○  資 金 繰 り に 悪 影 響 を 及 ぼ さ な い よ う 、 商 工 会 議 所 等 の 関 係 機 関

と も 連 携 し て 金 融 支 援 や 経 営 改 善 に 取 り 組 む と と も に 、 法 人 事 業

税 の 減 税 及 び 法 人 府 民 税 の 超 過 課 税 分 の 見 直 し 並 び に 減 税 を 行

い 、 中 小 企 業 支 援 を 行 う こ と 。  

○  「 大 阪 府 中 小 企 業 振 興 基 本 条 例 」 に 対 す る 府 民 の 認 識 と 理 解 を

深 め る た め 、 職 員 対 象 の 研 修 会 の 実 施 や 関 連 行 事 を 開 催 し Ｐ Ｒ す

る こ と 。  

○  中 小 企 業 に 対 す る 金 融 の あ り 方 が 大 き く 変 わ ろ う と す る 中 、 信

用 保 証 協 会 の 役 割 に つ い て は 、 こ れ ま で の 単 な る 信 用 の 補 完 だ け

で な く 、 中 小 企 業 の 経 営 改 善 ・ 生 産 性 向 上 に も 大 き く 寄 与 で き る

よ う 、 協 会 の 支 援 ・ 指 導 を 強 化 す る こ と 。  

○  大 阪 経 済 を 支 え る 中 小 企 業 、 と り わ け 小 規 模 事 業 者 が 、 気 軽 に

経 営 の 悩 み な ど を 相 談 で き る 環 境 の 整 備 が 重 要 で あ る こ と か ら 、

第 一 線 で 活 躍 さ れ て い る 商 工 会 議 所 、 商 工 会 等 の 経 営 指 導 員 の

方 々 を 支 援 す る こ と 。 ま た 、 こ の 支 援 の 要 と い う べ き 、 小 規 模 事

業 経 営 支 援 事 業 費 補 助 金 に つ い て 、 支 援 実 績 に 見 合 っ た 予 算 確 保

が で き る よ う 最 大 限 に 努 め て い く こ と 。  

〇  大 企 業 が 蓄 積 し た 環 境 政 策 の ノ ウ ハ ウ を 中 小 企 業 に 対 し 支 援 で
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き る よ う な 体 制 づ く り を 府 が 構 築 す る こ と 。  

 

（ ４ ） ベ ン チ ャ ー 支 援 、 ス タ ー ト ア ッ プ 支 援  

○  企 業 が 成 長 の 機 会 に 資 金 調 達 で き る よ う 、 大 阪 府 と し て フ ァ ン

ド を 立 ち 上 げ る こ と 。  

 

（ ５ ） 商 店 街 の 振 興  

○  大 阪 府 の 商 店 街 振 興 予 算 は 、 平 成 １ ９ 年 度 か ら １ ０ 年 間 で 、 約

１ /６ ま で 大 幅 に 減 額 が さ れ て い る 。商 店 街 振 興 に あ た っ て は 、継

続 的 に 取 り 組 む こ と は も ち ろ ん の こ と 、 モ デ ル 事 業 な ど の 施 策 の

効 果 を よ り 多 く の 商 店 街 で 共 有 で き る よ う 、 十 分 な 組 織 体 制 を 構

築 し 、 し っ か り 予 算 措 置 を し て 、 商 店 街 振 興 施 策 の 充 実 を 図 る こ

と 。 ま た 、 事 業 実 施 に 際 し て 、 市 町 村 と の 適 切 な 役 割 分 担 の 下 、

主 体 的 に 取 組 み 、 事 業 実 施 後 は 、 効 果 検 証 を し っ か り 行 う こ と 。  

 

（ ６ ）『（ 仮 称 ） 大 阪 ・ ア ジ ア 連 携 局 』 の 設 置  

○  東 南 ア ジ ア 諸 国 の 経 済 成 長 に 貢 献 す る と と も に 、 府 内 企 業 の 海

外 進 出 を 支 援 し 、 経 済 交 流 を よ り 強 力 に 推 進 す る た め に 『（ 仮 称 ）

大 阪 ・ ア ジ ア 連 携 局 』 の 設 置 を 行 う こ と 。  

 

（７）世界一を支える大阪（ものづくり企業のアピール） 

○  ものづくりの国内外での販路を開拓するため、「売れる」商品づく

りに向けて市場動向・ニーズを捉えた製品開発や技術課題の解決を

支援するとともに、より効果的な商談機会を創出するための展示会

の誘致や、受注機会を拡大するためのテーマ別商談会の開催、海外

バイヤーとの商談支援、海外見本市等への共同出展の支援を行うな

ど 、 中 小 企 業 を 中 心 と し た 大 阪 の も の づ く り 企 業 の 実 力 を 広 く ア

ピ ー ル す る よ う な 取 り 組 み を 積 極 的 に 行 う こ と 。  

 

（ ８ ） 産 業 用 地 の 確 保  

○  府 内 の 産 業 用 地 が 圧 倒 的 に 不 足 し て い る こ と を 認 識 し 、 市 町 村

の 土 地 区 画 整 理 事 業 へ の 財 政 支 援 を 行 う な ど 、 時 代 に 応 じ た 産 業

用 地 を 生 み 出 す 手 法 を 検 討 す る こ と 。  
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（ ９ ） 都 市 力 強 化 の た め の 経 済 再 生  

○  「 国 際 戦 略 総 合 特 区 」 の 推 進 に よ り 、 大 阪 経 済 の 活 性 化 に 取 り

組 ん で い る が 、 現 状 は 大 阪 府 か ら 企 業 が 流 出 し て い る 。 平 成 ２ ８

年 度 に 創 設 し た 「 成 長 特 区 税 制 」 の さ ら な る 活 用 な ど 、 大 阪 府 内

の 企 業 数 が 増 え る よ う 立 地 支 援 策 の 再 構 築 を す る こ と 。  

 併 せ て 、 成 長 産 業 分 野 の 事 業 所 や 工 場 な ど の 立 地 ・ 定 着 を 促 進

す る た め 、「 国 際 戦 略 総 合 特 区 」の 制 度 を 最 大 限 活 用 す る と と も に 、

立 地 支 援 の 充 実 に 努 め る こ と 。  

ま た 、 特 区 指 定 に つ い て は 、 大 阪 市 域 等 に 偏 在 す る こ と な く 、

大 阪 府 全 域 の 発 展 を 見 据 え た も の と す る こ と 。  

○  「 環 境 ・ エ ネ ル ギ ー 」 や 「 健 康 ・ 医 療 」 を は じ め 、 大 阪 の 強 み

を 活 か す こ と が で き 、 今 後 、 市 場 の 成 長 が 期 待 さ れ る 産 業 分 野 へ

の 中 小 企 業 の 参 入 を 促 進 す る こ と 。  

特 に 、ｉ Ｐ Ｓ 細 胞 等 を 活 用 し た 新 医 療 分 野 に お け る 研 究・製 造 、

燃 料 電 池 車 の 生 産 ・ 部 品 供 給 、 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 研 究 開 発 ・

実 用 化 な ど 、 新 し い 成 長 産 業 に お け る 中 小 企 業 の 参 入 を 支 援 し 、

ア ジ ア や 世 界 へ の 販 路 開 拓 を 推 進 す る こ と 。  

 

（ １ ０ ） 彩都・健都・中之島が連携した健康・医療関連産業の成長促進 

 ○  大 阪・関 西 に お け る ラ イ フ サ イ エ ン ス の ポ テ ン シ ャ ル を 活 か し

た 健 康・医 療 分 野 の 産 業 拠 点 化 を は か る こ と 。健 康 長 寿 を 掲 げ た

大 阪 万 博 を 見 据 え 、大 阪 を 健 康・医 療 関 連 産 業 の 核 と な る 都 市 と

し て 、国 内 外 に 特 色 を 打 ち 出 す た め 、特 区 制 度 の 活 用 等 持 て る 機

能 を 最 大 限 発 揮 す る こ と 。  

○  創 薬 を 中 心 に 拠 点 形 成 を 図 る「 彩 都 」、健 康・医 療 の 拠 点 形 成 を

進 め て い る 「 健 都 」、 再 生 医 療 な ど 未 来 医 療 の 産 業 化 を 推 進 す る

「 中 之 島 」な ど 、健 康・医 療 分 野 の 産 業 拠 点 形 成 に お い て は 、明

確 な 特 色 づ け を し て 、戦 略 的 に 集 積 を 図 る と と も に 、こ れ ら 拠 点

間 で の 研 究 機 関 や 企 業 等 の 連 携 を は か り 、さ ら な る イ ノ ベ ー シ ョ

ン の 創 出 に つ な げ る こ と 。  
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（１１）科学技術の振興 

○ 都市の再生には経済の活性化が不可欠であることから、新しい価

値を生み出す科学技術の振興を図るとともに、産学官連携を強化し、

関西の優位性を活かしながら、今後の成長が期待される「環境・エ

ネルギー」「健康・医療」「ＩＣＴ」関連の３つの産業分野の育成・振

興に努めること。 

○ 「環境・エネルギー」「健康・医療」「ＩＣＴ」関連産業分野におい

て、事業化を支援する仕組みをさらに充実し、新商品・新サービス

の開発や産学官の連携を進めるなど、各分野の先進地域を目指して

取り組むこと。 

 

（ １ ２ ） 電 力 供 給 確 保 等 エ ネ ル ギ ー 政 策  

○  エ ネ ル ギ ー の 安 定 供 給 の た め に 必 要 と な る 太 陽 光 発 電 、 風 力 発

電 、 地 熱 発 電 、 バ イ オ マ ス 発 電 な ど あ ら ゆ る 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー

や 、 コ ー ジ ェ ネ レ ー シ ョ ン な ど の 分 散 型 電 源 、 蓄 電 池 な ど の 導 入

拡 大 を 目 指 す と と も に 、 新 た な エ ネ ル ギ ー 源 の 研 究 ・ 開 発 を 積 極

的 に 推 進 し 、 そ れ ら の 事 業 を 通 じ て 、 地 域 分 散 型 エ ネ ル ギ ー シ ス

テ ム の 確 立 を 図 る こ と 。  

○   環 境 ・ エ ネ ル ギ ー 産 業 集 積 の モ デ ル エ リ ア を 設 定 す る な ど 、 民

間 施 設 な ど へ の 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー な ど の 導 入 促 進 や ス マ ー ト コ

ミ ュ ニ テ ィ の 推 進 等 に 取 り 組 む こ と 。  

○  中 小 事 業 者 の 省 エ ネ ル ギ ー 設 備 や 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー 設 備 の 導

入 を 支 援 す る 施 策 に 取 り 組 む こ と 。  

○  今 日 の 多 様 化 し た 環 境 問 題 に 対 処 す る た め 、 環 境 教 育 の 一 層 の

充 実 を 図 る こ と 。  

○  水素ステーションの整備により、FCV（燃料電池自動車）の普及

が進み、さらに水素ステーションの数が増える好循環を生み出すこ

とが、府内の水素・燃料電池関連産業の振興に繋がるものである。

水素ステーションについては、整備の加速化につながる効果的な施

策を検討していくこと。 

〇 大阪のエネルギー自給率を上げていくためにも、エネルギーの地

産地消に取り組んでいくこと。 

 

（ １ ３ ） 第 ４ 次 産 業 革 命 へ の 対 応  

○  Ａ Ｉ や Ｉ ｏ Ｔ な ど の 発 展 ・ 普 及 は 、 社 会 ニ ー ズ へ の 対 応 や 企 業

の 生 産 性 向 上 に 大 き な 効 果 を も た ら す 可 能 性 を 秘 め て お り 、 活 用
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の 促 進 が 望 ま れ る 。 労 働 力 人 口 が 減 少 す る 中 、 よ り 生 産 性 を 改 善

す る た め に 、 第 ４ 次 産 業 革 命 が 大 阪 経 済 ・ 雇 用 に 及 ぼ す 影 響 を し

っ か り と 見 極 め 、 企 業 へ の 支 援 等 、 戦 略 的 に 対 応 し て い く こ と 。  

 

（１４）産業人材の育成・確保 

○ ものづくり分野の産業人材の育成、確保の重要性を認識して、全

日制の工科高校の定員割れがないよう、工科高校の更なる魅力発信

などの取り組みを行うこと。 

 

（１５）就労対策等 

○  大阪経済の活性化に向けて、その担い手となる若い世代や女性が

能力を十分に発揮し働くことができるよう、就業支援の充実を図る

こと。 

○  生 活 保 護 に 至 る 前 の 自 立 支 援 策 の 強 化 を 図 る た め 、 平 成 ２ ７ 年

４ 月 １ 日 に 施 行 さ れ た 「 生 活 困 窮 者 自 立 支 援 法 」 に 基 づ く 「 生 活

困 窮 者 自 立 支 援 制 度 」 が 実 効 あ る も の と な る よ う 、 府 と し て 積 極

的 に 取 り 組 む こ と 。  

○  雇用状況の改善に向け、若年者をはじめ障がい者、ひとり親家庭

の親や高齢者など就職に向けた支援が必要な人への就業を支援する

ため、国等と連携しながら職業相談や職業紹介事業の推進を図ると

ともに、生活困窮者自立支援制度と連携して取り組むこと。 

〇 コロナ禍において、長期的な経済活動衰退の影響により休業者や

離職者が増加している状況にある。府による一層の就労支援の強化

を求める。 

 

（１６）大阪の農林水産業の活性化 

○ 農業の６次産業化の推進にあたっては、若者・女性の参画拡大を

図り、大阪産（もん）によるＯＳＡＫＡブランドの創出に努めるこ

と。また、新たに６次産業化に取り組む事業者に対する支援を強化
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すること。また、販路を拡大するため、生産者が行う新商品開発や

販路開拓の取組みを継続的に支援していくこと。 

○ 大阪産（もん）については、農産物以外のキジハタなどの水産物

についても消費拡大を図るため、大阪産の魚介類の新鮮さ、美味し

さについて積極的に情報発信を行うこと。 

○ 大阪に訪問される多くの国々の方へＰＲできるよう、外国人にも

分り易い大阪産(もん)の発信に努めるとともに大阪産(もん)の海外

展開を積極的にはかること。 

○ 国内は、ウッドショックの影響を受けているが、「おおさか材認証

制度」のＰＲを通して、府内で産出される良質な木材の活用を進める

こと。 

○  大 阪 府 中 央 卸 売 市 場 の 建 替 え 再 整 備 の 具 体 的 な 検 討 に 当 た っ て

は、市場関係者の声もしっかり汲み取りながら、事業計画を決定して

いくこと。 

○ 農林水産業の活性化を図るため、販路拡大や生産技術支援を積極

的に行い、成長産業化を進めること。また、府内市町村をはじめ商工

などの関係団体と連携し、大阪産(もん)の情報発信を進めること。 

○ 新たな農地制度の円滑な実施に向けて取り組むとともに、なにわ

の伝統野菜をはじめとする府内農産物の需要拡大などにより、都市

型農業の振興を図ること。 

○ 農業利水のためのゴム堰については、老朽度や健全性などの実態

調査を進め、個々の状況に応じた対策を講じるとともに、被災時に

おける国の災害復旧事業の活用についても、市町村と連携して対応

すること。 
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Ⅳ まちづくり 

１  大 阪 の ま ち を つ よ く  

（ １ ） 南 海 ト ラ フ 巨 大 地 震 な ど の 防 災 対 策  

○  「 新 ・ 大 阪 府 地 震 防 災 ア ク シ ョ ン プ ラ ン 」 を 着 実 に 実 行 し て い

く た め 、平 成 ２ ７ 年 度 に 確 定 し た 進 捗 管 理 手 法 に 基 づ き 、毎 年 度 、

各 ア ク シ ョ ン の 進 捗 評 価 を 行 っ た う え で 、 府 民 の 生 命 ・ 財 産 を 守

り 、 万 一 の 場 合 に も 被 害 の 最 大 限 の 軽 減 が 図 ら れ る よ う 、 取 り 組

む こ と 。  

○   橋梁や高架道路における耐震性向上のため、補強工事などの耐震

対策を早急に進めること。また、平成２８年４月に発生した熊本地

震を踏まえ、震度７クラスの地震が連続して発生しても安全性を確

保できるよう対策を講じること。 

○   南 海 ト ラ フ 巨 大 地 震 に よ り 浸 水 被 害 の 発 生 が 予 想 さ れ る 防 潮 堤

の 液 状 化 対 策 に つ い て は 、 地 震 直 後 か ら 満 潮 位 で 浸 水 が 始 ま り 、

避 難 す る 間 も な く 人 命 が 失 わ れ る 恐 れ の あ る 箇 所 は 集 中 的 に ３ 年

間 で 、 水 門 外 側 の 第 一 線 防 潮 堤 や 、 水 門 の 内 側 で あ っ て も 満 潮 位

で 浸 水 す る 箇 所 は ５ 年 間 で 対 策 す る と い う 方 針 の も と 、 予 定 ど お

り 平 成 ２ ８ 年 度 末 、 平 成 ３ ０ 年 度 末 に そ れ ぞ れ が 完 了 し た こ と は

府 民 の 安 心 ・ 安 全 に 大 き く 寄 与 し た と 考 え て い る 。 １ ０ 年 間 で 完

成 さ せ る こ と と し て い る 残 り の 箇 所 に お い て も 、 着 実 な 事 業 推 進

に 取 組 み 、 １ 日 も 早 く 完 了 さ せ る こ と 。 あ わ せ て 、 津 波 時 に 損 傷

の 可 能 性 が あ る 三 大 水 門（ 安 治 川 水 門 、木 津 川 水 門 、尻 無 川 水 門 ）

に つ い て 、 新 た な 水 門 の 建 設 に 早 期 に 着 手 す る こ と 。  

○  大規模災害発生時等の初期活動を迅速かつ的確に実施するため、

防災拠点の効率的な運用とともに、情報通信システムの再整備等、

災害時の情報伝達機能の充実、初期初動体制の強化を図ること。 

○  府民の防災意識や地域防災力の向上を図り、さらに大規模災害時

に人命救助や救護活動に万全を期すためにも、府民・行政・防災関係

機関との連携に努めるとともに、自衛隊を含めた、より一層総合的

な防災訓練の取り組みに努めること。また、発災時重要な力になる

自助・共助など地域防災力を高めるための自主防災組織リーダー育

成研修をはじめ、自主防災組織の活動支援に取り組むこと。 

○  災害発生時に被害の拡大を防ぎ、防災活動、避難活動が容易とな
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る安全性の高い都市を形成するため、ヘリポートの整備、広域避難

場所の確保、公共施設（学校や庁舎等）の耐震強化、避難路や避難場

所となる道路・街路及び公園の整備を進めること。 

 府 と 市 町 村 で 構 成 す る 大 阪 府 域 救 援 物 資 対 策 協 議 会 に お い て 、

平 成 ２ ９ 年 ３ 月 に 作 成 さ れ た 「 大 規 模 災 害 時 に お け る 救 援 物 資 配

送 マ ニ ュ ア ル 」 を 実 効 性 あ る も の と す る こ と 。  

○  都市の不燃化促進、耐震診断・改修補助制度の積極的な活用等に

よる木造住宅やマンション等の耐震性・防災性向上、多くの府民が

利用する大規模な建 築 物 、 広 域 緊 急 交 通 路 沿 道 建 築 物 等 の 耐 震 化

に 対 す る 支 援 など、災害に強いまちづくりを推進すること。 

○ 福祉避難所の拡充が進むよう、市町村と連携して取り組むこと。 

○ 災害発生時のボランティア希望者への登録・研修を計画的に進め、

大阪府域におけるボランティア派遣の調整を可能とする体制の充実

に向け、取り組みを強化すること。 

○   大 阪 府 の 地 籍 調 査 は 、 全 国 平 均 に 比 し て 著 し く 遅 れ て い る 状 況

で あ り 、 都 市 基 盤 の 整 備 や 円 滑 な 土 地 取 引 は も と よ り 、 大 規 模 災

害 時 に お け る ラ イ フ ラ イ ン の 迅 速 な 復 旧 の 大 き な 支 障 と も な る こ

と か ら 、 他 府 県 に 並 ぶ 目 標 値 を 掲 げ 地 籍 調 査 を 積 極 的 に 促 進 す る

こ と 。  

○  大 規 模 地 震 や 土 砂 災 害 、 さ ら に は テ ロ 災 害 な ど に 備 え る た め 、

大 阪 の 消 防 力 強 化 は 是 非 と も 必 要 で あ る が 、 消 防 一 元 化 あ り き で

な く 、 消 防 は 市 町 村 消 防 の 原 則 に た ち 、 そ の 広 域 化 や 消 防 本 部 間

の 水 平 連 携 強 化 に つ い て 、 長 い 歴 史 を 十 分 に 踏 ま え 、 市 町 村 の 声

を し っ か り 聞 き 、 十 分 な 議 論 を 行 っ て い く こ と 。  

○   食 品 ロ ス 削 減 や 生 活 困 窮 者 支 援 に 留 ま ら ず 、 災 害 時 に 食 料 供 給

ネ ッ ト ワ ー ク が 活 用 で き る フ ー ド バ ン ク と の 協 力 を 積 極 的 に 進

め 、 府 内 企 業 に 対 し て 、 フ ー ド バ ン ク へ の 理 解 と 支 援 の 啓 発 を 行

う こ と 。  

○  都 市 景 観 は も と よ り 、 今 後 ３ ０ 年 以 内 に ７ ０ ～ ８ ０ ％ の 確 率 で

お こ る と さ れ て い る 南 海 ト ラ フ 地 震 を は じ め 、 都 市 直 下 型 地 震 や

台 風 な ど の 自 然 災 害 に 備 え 、 防 災 、 減 災 対 策 の 観 点 か ら も 、 無 電

柱 化 推 進 条 例 を 制 定 し 、 無 電 柱 化 を 推 進 し て い く こ と 。  

 

（ ２ ） 水 害 ・ 土 砂 災 害 対 策  

○  土 砂 災 害 防 止 法 に 基 づ き 土 砂 災 害 特 別 警 戒 区 域 に 指 定 さ れ た 区

域 に お い て は 、 利 用 状 況 の 検 証 結 果 を 踏 ま え た 上 、 家 屋 の 移 転 ・
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補 強 に 係 る 助 成 制 度 の 上 乗 せ 、 拡 充 を 図 る こ と 。  

○  平 成 29 年 ７ 月 、 東 大 阪 市 で 時 間 雨 量 100 ミ リ 以 上 の 集 中 豪

雨 が 発 生 し 、市 域 の 一 部 が 浸 水 し た 。近 年 、平 成 30 年 7 月 豪 雨

（ 西 日 本 豪 雨 ）や 平 成 29 年 7 月 九 州 北 部 豪 雨 な ど 計 画 規 模 を 超

え 、 現 行 の 治 水 施 設 で は 対 応 が 難 し い 集 中 豪 雨 が 全 国 的 に 頻 発 し

て い る 。 こ の よ う な 中 、 集 中 豪 雨 に 伴 う 水 害 や 土 砂 災 害 、 さ ら に

は 、沿 岸 部 に 広 が る ゼ ロ メ ー ト ル 地 域 で の 高 潮 災 害 に 備 え る た め 、

ハ ー ド 整 備 を 着 実 に 推 進 す る こ と は も ち ろ ん で あ る が 、 命 を 守 る

た め に 、確 実 に 逃 げ る た め の 対 策 を 進 め る べ き で あ る 。こ の た め 、

行 政 だ け で な く 公 共 交 通 機 関 や 要 配 慮 者 利 用 施 設 な ど と も 連 携 し 、

防 災 行 動 を 時 系 列 で 作 成 す る こ と で 住 民 の 確 実 な 避 難 行 動 に 繋 が

る「タイムライン防災」の取り組みを府内でも積極的に進めること。 

○  平 成 ２ ９ 年 １ ０ 月 、 近 畿 地 方 に 最 接 近 し た 台 風 に よ り 、 府 内 各

地 で 発 生 し た 公 共 土 木 施 設 な ど の 被 災 状 況 や 対 応 に つ い て 検 証 し 、

今 後 の 災 害 対 応 に 活 か す こ と 。 災 害 時 に は 通 行 止 め な ど 交 通 網 の

情 報 を 整 理 し て 災 害 対 応 に あ た る と と も に 、 流 域 ご と の 治 水 対 策

（ 護 岸 整 備 、 橋 等 の 老 朽 化 対 策 、 河 川 内 樹 木 伐 採 や 浚 渫 な ど ） を

進 め て い く こ と 。  

○  災 害 復 旧 に 精 通 し た 職 員 の 少 な い 市 町 村 に 対 し 、 大 阪 府 の 職 員

や 退 職 技 術 者 を 動 員 す る な ど 災 害 査 定 等 を 円 滑 に 進 め る こ と が で

き る よ う 支 援 を 行 う こ と 。  

○  平 成 ２ ９ 年 の 台 風 第 ２ １ 号 、 平 成 ３ ０ 年 の 7 月 豪 雨 や 台 風 第

21 号 な ど の 災 害 の 記 憶 を と ど め 、府 民 の 防 災 意 識 醸 成 の た め に 、

映 像 や 写 真 な ど の 水 害 ア ー カ イ ブ を 作 成 す る と と も に 、「 お お さ か

水 害 防 止 の 日 」 を 制 定 す る こ と 。  

○  近年の災害や府内での災害を教訓とし、首長とのホットラインを

活用した防災訓練の実施や、気象状況が急激に変化する際にも迅速

かつ的確に避難行動できるよう、最新技術を活用した防災情報の提

供、避難所等の自家発電設備設置、安全で利用しやすい避難施設や

避難所案内板の設置に係る支援など必要な施策を推進すること。 

 

（ ３ ） 地 震 被 害 へ の 対 応  

○  平 成 ３ ０ 年 ６ 月 １ ８ 日 に 発 生 し た 大 阪 府 北 部 を 震 源 と す る 地 震
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は 、 大 阪 府 で ６ 名 の 尊 い 命 を 奪 う と と も に 、 大 阪 府 を 中 心 に 多 く

の 負 傷 者 や 住 宅 損 壊 を 出 す な ど 、 甚 大 な 被 害 を も た ら し た 。 大 阪

府 と し て 、 今 回 の 地 震 を 契 機 と し て 早 期 に 対 策 を 行 う こ と 。  

○  学 校 施 設 の ブ ロ ッ ク 塀 等 に つ い て 、 児 童 ・ 生 徒 の 安 全 安 心 な 就

学 環 境 を 整 え る た め 、 す べ て の 危 険 個 所 の 点 検 ・ 補 修 工 事 並 び に

ブ ロ ッ ク 塀 等 の 撤 去 ・ 改 修 に つ い て 取 組 み を 進 め る こ と 。  

○  学 校 施 設 は 、 災 害 発 生 時 の 避 難 所 と な る こ と か ら 、 空 調 設 備 設

置 工 事 、 ト イ レ 改 修 工 事 等 の 大 規 模 改 造 事 業 に つ い て 、 設 置 者 の

計 画 事 業 が 実 施 で き る よ う 、補 助 金 が 確 実 に 採 択 さ れ る と と も に 、

安 全 ・ 安 心 を 確 保 す る た め に 必 要 な 小 規 模 改 修 工 事 に も 対 応 で き

る よ う 、 補 助 制 度 の 下 限 額 の 撤 廃 ま た は 引 き 下 げ に つ い て 国 に 働

き か け る こ と 。  

○   大 阪 北 部 地 震 で は 、 鉄 道 な ど の 交 通 網 が 機 能 ま ひ に 陥 る 中 、 府

は 一 斉 帰 宅 抑 制 の 呼 び か け や 帰 宅 支 援 の た め の 代 替 輸 送 確 保 な ど

帰 宅 困 難 者 対 策 の ガ イ ド ラ イ ン に 規 定 さ れ た 項 目 を 実 施 し て い な

い 。 ガ イ ド ラ イ ン の 適 切 な 運 用 を 含 め た 帰 宅 困 難 者 対 策 全 般 の 総

点 検 を 行 う こ と 。 ま た 、 帰 宅 困 難 者 が 避 難 す る 一 時 滞 在 施 設 の 確

保 、 備 蓄 の 推 進 に つ い て も 検 討 す る こ と 。  

○   災 害 時 の 老 朽 水 道 管 の 破 断 を 防 ぐ た め 、 大 阪 府 が 指 揮 を 執 っ て

水 道 管 の 更 新 を 加 速 さ せ る こ と 。 給 水 上 重 要 な 基 幹 管 路 や 耐 震 化

し て い な い 管 を 優 先 し て 、 効 率 的 な 更 新 を 目 指 す こ と 。  

○   通 学 路 沿 い も 含 め た 、 危 険 な 民 間 ブ ロ ッ ク 塀 が 依 然 、 多 く 残 っ

て い る 状 況 に あ る 。 ブ ロ ッ ク 塀 の 倒 壊 で 小 学 生 の 女 の 子 が 亡 く な

っ た 高 槻 市 な ど の 被 災 市 か ら 、 補 助 制 度 の 継 続 を 強 く 要 望 す る 声

も あ り 、 府 民 の 安 全 安 心 を 守 る た め に も 、 府 は 補 助 制 度 を 継 続 す

る こ と 。  

○  被災した中小企業が早期に立ち直れるよう、特別な財政支援を行うこと。 

○  大 阪 北 部 地 震 で は 、 災 害 時 の 事 業 継 続 計 画 (Ｂ Ｃ Ｐ )の 重 要 性 が

浮 き 彫 り に な っ た が 、 中 小 企 業 を 中 心 に 策 定 が 進 ん で い な い 。 Ｂ
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Ｃ Ｐ の 更 な る 普 及 を 目 指 し て 取 り 組 む こ と 。  

○  災 害 時 に 応 援 職 員 の 受 け 入 れ を 想 定 し た 「 受 援 計 画 」 を 策 定 す

る よ う 、 府 内 市 町 村 へ 計 画 策 定 の 働 き か け を 行 う こ と 。  

○   災 害 対 策 基 本 法 に て 市 町 村 に 作 成 が 義 務 付 け ら れ た 「 避 難 行 動

要 支 援 者 名 簿 」 を 使 っ て 安 否 確 認 を 行 う よ う 、 府 内 市 町 村 に 対 し

て 、 名 簿 の 活 用 と 避 難 の 「 個 別 避 難 計 画 」 の 作 成 を 働 き か け る こ

と 。  

○  災 害 時 に 、 訪 日 外 国 人 が 困 惑 す る こ と の な い よ う 、 多 言 語 で の

情 報 提 供 や 情 報 ツ ー ル を 充 実 さ せ る こ と 。  

○  お お さ か 防 災 情 報 メ ー ル に お い て 、 避 難 所 開 設 情 報 が 配 信 さ れ

る が 、 避 難 所 を 閉 鎖 し た 情 報 も 配 信 で き る よ う シ ス テ ム 改 修 を す

る こ と 。  

 

（ ４ ） 防 災 条 例 の 制 定  

○  府民の防災意識を醸成するため、防災に関する条例を制定すること。 

 

（ ５ ） 広 域 避 難 へ の 取 り 組 み  

○   府 民 の 命 を 守 り 、 ま た 、 国 内 外 か ら 大 阪 ・ 関 西 万 博 に 安 心 し て

お 客 様 を お 迎 え す る た め に も 、 隣 接 市 町 村 と の 行 政 界 部 分 に つ い

て 詳 細 地 図 が 描 か れ て い る 複 数 自 治 体 を 包 括 し た 白 地 図 の な い ハ

ザ ー ド マ ッ プ の 作 成 を 、 引 き 続 き 府 が リ ー ダ ー シ ッ プ を と っ て 府

内 市 町 村 に 働 き か け て い く こ と 。  

 

（ ６ ） 密 集 市 街 地 の 解 消  

○  密 集 市 街 地 に お け る 通 電 火 災 を 防 ぐ た め 、「 感 震 ブ レ ー カ ー 」の

普 及 促 進 を 図 る こ と 。  

○  「 地 震 時 等 に 著 し く 危 険 な 密 集 市 街 地 」 の 解 消 と い う 目 標 達 成

の た め 、 改 定 し た 整 備 方 針 に 基 づ き 、 関 係 市 が 積 極 的 に 取 り 組 め

る よ う 、 所 要 の 財 源 を 必 ず 確 保 し た う え で 、 市 と 緊 密 に 連 携 し 、

一 刻 も 早 い 危 険 な 密 集 市 街 地 の 解 消 に 取 り 組 む こ と 。  

 

（ ７ ） 交 通 渋 滞 の 解 消 、 イ ン フ ラ の 維 持 管 理 、 環 境 対 策  

○  交通渋滞を解消し、安全かつ円滑な交通を確保するため、交差点
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の立体交差化等の整備に努めること。 

○  府 民 生 活 の 安 全 確 保 の た め 、 老 朽 化 し た 道 路 、 橋 梁 、 河 川 、 下

水 道 な ど の 都 市 基 盤 施 設 に つ い て は 、 長 寿 命 化 等 の 延 命 策 を 着 実

に 進 め る と と も に 、 施 設 の 耐 用 年 数 の 経 過 や 劣 化 状 況 に よ っ て

は 、「 更 新 判 定 フ ロ ー 」 に 基 づ く 総 合 的 な 評 価 に よ り 、 更 新 方 法

や 時 期 を 決 め て 施 設 の 確 実 な 更 新 に 努 め る こ と 。  

○  低 騒 音 舗 装 の 整 備 な ど 道 路 の 騒 音 ・ 振 動 対 策 に 取 り 組 む と と も

に 、 道 路 ・ 橋 梁 な ど に お い て 景 観 に 配 慮 し た 整 備 を 進 め る こ と 。

ま た 、 都 市 環 境 の 向 上 を 図 る た め 、 保 水 性 舗 装 の 実 施 を 促 進 す る

こ と 。  

○  都 市 基 盤 施 設 の 機 能 確 保 の た め の 点 検 診 断 や 補 修 デ ー タ 蓄 積 及

び 活 用 の た め に 、 構 築 し た 維 持 管 理 デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム を 積 極

的 に 活 用 す る と と も に 、ド ロ ー ン な ど ICT を 活 用 し た 施 設 点 検 な

ど を 推 進 す る こ と 。  

 

（ ８ ） 道 路 標 識 等 の 点 検 ・ 更 新   

○  高 度 経 済 成 長 期 に 整 備 さ れ た 道 路 標 識 や 、 路 面 標 示 の 老 朽 化 が

著 し い 。 道 路 標 識 等 は 、 ド ラ イ バ ー 及 び 歩 行 者 の 安 全 安 心 を 確 保

す る と と も に 道 路 交 通 の 円 滑 化 を 図 る た め に 設 置 さ れ 、 昼 夜 で 同

様 の 視 認 性 が 要 求 さ れ る も の で あ る こ と や 、 道 路 標 識 は 重 量 も 大

き く 倒 壊 す れ ば 二 次 的 な 大 惨 事 が 予 想 さ れ る こ と か ら 、 早 期 に 更

新 を 行 う こ と 。 ま た 、 国 際 博 覧 会 の 開 催 を 踏 ま え 、 国 際 都 市 に ふ

さ わ し い 環 境 と な る よ う 、 道 路 標 識 に お け る 英 語 表 記 の 標 示 を 進

め る こ と 。  

 

（ ９ ） 運 輸 事 業 振 興 助 成 補 助 金 の 適 正 な 予 算 化  

○  全 国 で 一 体 的 に 環 境 ・ 交 通 安 全 対 策 を 推 進 す る 中 央 出 捐 金 事 業

に つ い て は 、 府 民 の 健 康 や 安 全 に 直 結 す る 重 要 な 事 業 で あ る こ と

か ら 、 こ れ ら 事 業 を 推 進 す る と と も に 、 来 年 度 の 予 算 に は 出 捐 金

を 含 め て 予 算 計 上 す る こ と 。   

 

２  大 阪 へ の 首 都 機 能 ・ 国 際 機 関 等 の 移 転 等  

○  政 府 関 係 機 関 の 地 方 移 転 に つ い て 、関 係 機 関 に 働 き か け る こ と 。 

○  首 都 圏 に 匹 敵 す る 広 域 経 済 圏 の 形 成 に 向 け て 、 ア ジ ア 初 と な る

国連事務局の５つ目の主要事務所の大阪への設置に取り組むこと。 
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３  く ら し と ま ち の 再 生  

（ １ ） 大 阪 城 東 部 地 区 の ま ち づ く り  

○  大 阪 の 中 心 地 に 近 く 交 通 利 便 性 の 高 い 当 該 地 域 に つ い て 、 令 和

２ 年 ９ 月 に 大 阪 府 ・ 大 阪 市 で 策 定 し た 「 大 阪 城 東 部 地 区 の ま ち づ

く り の 方 向 性 」 を 踏 ま え 、 早 期 に ま ち づ く り の 具 体 化 を 進 め る こ

と 。  

〇  旧 成 人 病 セ ン タ ー 跡 地 に つ い て 、行 政 中 心 で ま ち づ く り を 進 め 、

に ぎ わ い を 創 出 し 、 活 性 化 を 図 る こ と 。  

 

（ ２ ） 万博記念公園駅前周辺地区の活性化と安心安全なまちづくり 

○  万博記念公園駅前周辺地区の活性化に あ た っ て は 、 交 通 渋 滞 や 交

通 事 故 防 止 、 防 犯 対 策 に し っ か り と 取 り 組 む こ と 。 ま た 、 地 元 住

民 の 声 を 反 映 す る と と も に 、 府 が 責 任 を も っ て 行 う こ と 。  

 

（ ３ ） 万 博 記 念 公 園 駅 前 周 辺 地 区 活 性 化 事 業  

〇  世 界 最 先 端 の 機 能 を 有 す る ア リ ー ナ と 、 当 該 ア リ ー ナ を 中 核 と

し た ま ち づ く り に ふ さ わ し い 周 辺 施 設 等 に つ い て 、 民 間 活 力 を 導

入 し た 事 業 提 案 を 募 集 さ れ た が 、 決 定 し た 事 業 予 定 者 の 提 案 に あ

る 住 宅 建 設 に つ い て は 、 住 民 も 寝 耳 に 水 で あ る 。 今 後 、 住 民 か ら

頂 い た 声 を し っ か り と 聞 き 、 関 係 者 と も 連 携 し 、 住 民 が 納 得 い く

よ う 丁 寧 な 対 応 を し て い く こ と 。  

 

（ 4） ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン の 普 及 促 進  

○  ２ ０ ２ １ 年 に 東 京 で オ リ ン ピ ッ ク 、パ ラ リ ン ピ ッ ク が 開 催 さ れ 、

２ ０ ２ ５ 年 の 日 本 万 国 博 覧 会 の 大 阪 開 催 も 進 め て い る 中 、 公 共 施

設 や 観 光 施 設 な ど 多 数 の 人 々 が 利 用 す る 施 設 に あ っ て は 、 全 て の

人 々 が 見 や す く 分 り 易 い デ ザ イ ン の 普 及 促 進 に 当 た る こ と 。  

平 成 30 年 6 月 に 策 定 し た 「 大 阪 府 ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン 推 進

指 針 」 に 基 づ き 、 オ ー ル 府 庁 で 取 組 み を 進 め る こ と 。  

 

（ ５ ） 咲 洲 庁 舎 の あ り 方  

○  咲 洲 庁 舎 高 層 階 に つ い て 、 咲 洲 エ リ ア 活 性 化 に 繋 が る よ う 、 活

用 方 策 に 関 し て あ ら ゆ る 可 能 性 を 検 討 す る こ と 。  

○  咲 洲 庁 舎 の 部 局 に つ い て は 、 本 館 西 館 の 跡 地 を 含 む 大 手 前 地 区

に 集 約 す る こ と 。  
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（ ６ ） ふ る さ と 納 税 制 度 の 拡 充 等  

○  大 阪 府 の 特 産 品 や 観 光 型 、 体 験 型 の 特 典 を 導 入 す る な ど 、 ふ る

さ と 納 税 制 度 を 拡 充 し 、 自 主 財 源 の 確 保 に 努 め る と と も に 、 府 へ

の 各 種 寄 付 の 使 い 道 の 見 え る 化 と 、 寄 付 者 へ の 情 報 発 信 を 検 討 す

る こ と 。  

 

（ ７ ） 泉 北 ニ ュ ー タ ウ ン ・ 千 里 ニ ュ ー タ ウ ン の 再 生  

○  泉 北 ニ ュ ー タ ウ ン ・ 千 里 ニ ュ ー タ ウ ン の 再 生 に あ た っ て は 、 地

元 市 、 関 係 機 関 、 地 元 商 業 者 な ど と の 協 議 ・ 検 討 を 進 め 、 開 発 者

で あ る 府 が 責 任 を も っ て 行 う こ と 。  

 

（ ８ ） 府 営 住 宅 の あ り 方  

○  現 在 耐 震 基 準 を 満 た し て い な い 府 営 住 宅 に つ い て は 、 建 替 え も

含 め て 、 早 期 に 100％ 耐 震 化 を 図 る こ と 。  

○  指 定 管 理 者 に 対 し て 、 他 の 事 業 者 に よ る 良 好 な 取 組 み 事 例 等 の

情 報 提 供 を 行 う な ど 、 入 居 者 サ ー ビ ス の 向 上 に 努 め る こ と 。  

○  駐 車 場 管 理 業 務 委 託 の 入 札 制 度 に つ い て は 自 治 会 の 意 見 を 踏 ま

え た 改 善 に 取 り 組 む と と も に 、 参 加 、 不 参 加 に 関 わ ら ず す べ て の

自 治 会 に 対 し 丁 寧 な フ ォ ロ ー に 努 め る こ と 。  

○  住 棟 や 集 会 所 の バ リ ア フ リ ー 化 を よ り 一 層 進 め る と と も に 、 中

層 エ レ ベ ー タ ー の 設 置 に つ い て は 、 予 算 を 確 保 し 、 早 期 に 取 り 組

む こ と 。  

〇  市 町 村 へ の 移 管 に 関 し て は 、 市 町 村 に 不 利 益 が 生 じ な い よ う 調

整 す る こ と 。  

 

（ ９ ） 都 市 緑 化 等  

○  都 市 緑 化 施 策 に つ い て は 、 市 町 村 ・ 民 間 と も 適 切 に 役 割 分 担 、

連 携 し な が ら 、 必 要 な 対 策 を 進 め る こ と 。  

○  今 後 、 一 層 、 都 市 緑 化 を 進 め 、 大 阪 の 街 の 魅 力 を よ り 一 層 高 め

て い く た め 、 都 市 緑 化 に 必 要 な 予 算 額 の 確 保 に 最 大 限 努 め る こ

と 。  
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 ○  豊 能 郡 環 境 施 設 組 合 に よ る ダ イ オ キ シ ン 廃 棄 物 の 最 終 処 分 に 向

け て 、 技 術 指 導 や 、 特 別 交 付 税 措 置 に 係 る 国 へ の 働 き か け な ど 、

府 と し て 積 極 的 に 支 援 す る こ と 。  

 

（ １ ０ ） 地域コミュニティの醸成等に向けた公営住宅等のストック活用 

 ○  街 の 再 生 、 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 醸 成 、 ボ ラ ン テ ィ ア ネ ッ ト ワ ー

ク の 構 築 に 向 け 、 公 営 住 宅 、 公 共 ス ペ ー ス の 開 放 、 空 き 家 バ ン ク

創 設 等 に よ る 空 き 家 の 利 活 用 を 通 じ 、 地 域 の 子 ど も か ら 高 齢 者 ま

で 集 え る 場 の 創 出 に 努 め る こ と 。 ま た 、 民 間 か ら ア イ デ ア を 募 集

し 、 地 域 の 活 性 化 に つ な げ て い く こ と 。  

 

（ １ １ ） 太 陽 光 発 電 施 設 の 適 正 な 設 置 に 向 け た 対 策  

○  太 陽 光 発 電 施 設 の 設 置 に 伴 い 、 防 災 ・ 環 境 ・ 景 観 上 の 懸 念 等 が

生 じ て い る 現 状 を 踏 ま え 、 事 業 計 画 の 自 治 体 へ の 説 明 や 、 計 画 の

早 い 段 階 か ら の 地 域 住 民 へ の 情 報 提 供 が な さ れ る こ と 等 に よ り 、

地 域 住 民 の 理 解 を 得 な が ら 太 陽 光 発 電 施 設 が 適 正 に 設 置 さ れ る よ

う 、 国 の 「 事 業 計 画 策 定 ガ イ ド ラ イ ン 」 を 活 用 し 、 国 、 市 町 村 と

の 適 切 な 役 割 分 担 の 中 で 、 府 と し て 有 効 な 対 策 を 行 う こ と 。  

 

（ １ ２ ） 公 共 施 設 に お け る 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー 100％ 電 気 の 導 入 促 進  

〇  大 手 前 庁 舎 以 外 の 他 の 府 有 施 設 で も 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー

100％ 電 気 の 導 入 を 進 め て い く と と も に 、府 内 市 町 村 に お い て も

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー 100％ 電 気 を 使 用 し た 施 設 が 拡 大 す る よ う

取 組 み を 行 う こ と 。併 せ て 、2025 年 、2050 年 を 見 据 え た 中 長

期 計 画 及 び 、 具 体 的 な 数 値 目 標 を 定 め る こ と 。  

 

（ １ ３ ） 住 宅 用 太 陽 光 発 電 及 び 蓄 電 池 の 普 及 拡 大  

〇  太 陽 光 発 電 や 蓄 電 池 の 普 及 拡 大 は 、 温 室 効 果 ガ ス の 削 減 に と ど

ま ら ず 、 災 害 時 の 非 常 用 電 源 と し て 貴 重 な ラ イ フ ラ イ ン に な り 得

る 。 令 和 ２ 年 度 よ り ス タ ー ト し た 共 同 購 入 事 業 を 更 に 発 展 さ せ 、

市 町 村 や 関 係 団 体 等 と 連 携 し 、 太 陽 光 発 電 及 び 蓄 電 池 の 更 な る 導
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入 支 援 を 行 い 、 普 及 拡 大 に 努 め る こ と 。  

 

（ １ ４ ） ゼ ロ エ ミ ッ シ ョ ン 車 の 普 及 促 進  

〇  ゼ ロ エ ミ ッ シ ョ ン 車 の 普 及 に つ い て 市 町 村 や 事 業 者 に 対 し 、 ド

ラ ス チ ッ ク な 規 制 や 補 助 金 の 導 入 、 イ ン セ ン テ ィ ブ の 付 与 な ど 積

極 的 な 取 り 組 み を 行 い 、2025 年 、2050 年 に 向 け た 具 体 的 な 数

値 目 標 を 定 め 、 ゼ ロ エ ミ ッ シ ョ ン 車 の 普 及 促 進 に 努 め る こ と 。 併

せ て 、 充 電 イ ン フ ラ の 整 備 拡 充 に 向 け た 仕 掛 け づ く り に も 積 極 的

に 取 り 組 む こ と 。  

 

（ １ ５ ） 公 用 車 の ゼ ロ エ ミ ッ シ ョ ン 化  

〇  現 在 、 知 事 部 局 等 が 所 有 す る 公 用 車 8３ ４ 台 の う ち ゼ ロ エ ミ ッ

シ ョ ン 車（ ZEV）は わ ず か ５ 台 に と ど ま り 全 体 の 約 0.６ ％ 。令 和

３ 年 ３ 月 に 策 定 さ れ た 「 大 阪 府 地 球 温 暖 化 対 策 実 行 計 画 （ 事 務 事

業 編 ）」に 記 載 さ れ た 公 用 車 の 導 入 目 標 の 達 成 に 向 け 、大 阪 府 が 率

先 し て ゼ ロ エ ミ ッ シ ョ ン 車 を 導 入 す る こ と 。  

 

（ １ ６ ） 公 共 交 通 機 関 の ゼ ロ エ ミ ッ シ ョ ン 化  

〇  運 輸 部 門 の 温 暖 化 対 策 を 進 め て い く た め に は 、 一 台 当 た り の

CO2 削 減 効 果 が 大 き い バ ス な ど 大 型 の 公 共 用 モ ビ リ テ ィ に つ い

て も ゼ ロ エ ミ ッ シ ョ ン 化 を 進 め て い く 必 要 が あ る 。 東 京 都 が 都 独

自 に 補 助 金 を 上 乗 せ し た よ う に 、 府 も 補 助 金 の 上 乗 せ を 検 討 す る

こ と 。  

 

（ １ ７ ） ZEB・ ZEH の 更 な る 普 及 拡 大  

〇  市 町 村 に お け る 公 共 施 設 の ZEB 化 や 、 個 人 住 宅 に お け る ZEH

化 を 促 進 す る た め 、 ZEB・ ZEH を 広 く 府 民 に 周 知 す る と と も に 、

国 の 補 助 金 に 上 乗 せ を 行 い 、 更 な る 普 及 拡 大 に 努 め る こ と 。 併 せ

て 、2025 年 、2050 年 に 向 け た 具 体 的 数 値 目 標 を 定 め 、計 画 の

進 捗 を 管 理 す る こ と 。  

 

（ １ ８ ） 災 害 時 避 難 所 に お け る EV の 投 入  

 〇  災 害 時 に 避 難 所 で EV を 電 源 に 使 え る よ う 環 境 を 整 え て お く こ

と で 、 大 規 模 災 害 の 発 生 時 に 停 電 被 害 を 最 小 限 に 抑 え る こ と が で
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き る 。 災 害 時 に 安 定 的 に 電 気 を 供 給 で き る よ う EV を 投 入 す る と

と も に 、 市 町 村 に 対 し て 普 及 促 進 の 働 き か け を 行 う こ と 。  

 

（ １ ９ ） 市 街 化 調 整 区 域 の 土 地 利 用  

 ○   産 業 用 地 の 提 供 や 集 落 の 定 住 人 口 の 増 加 を 図 る 観 点 か ら 、 市 町

村 に 対 し 、 開 発 許 可 制 度 の 活 用 な ど 、 市 街 化 調 整 区 域 の 土 地 利 用

に つ い て 積 極 的 な 働 き か け を 行 う こ と 。  

 

（ ２ ０ ） 大 阪 府 の 景 観 形 成  

○  平 成 ３ ０ 年 １ 月 策 定 の 「 都 市 景 観 ビ ジ ョ ン ・ 大 阪 」 に 基 づ き 、

「 グ ラ ン ド デ ザ イ ン ・ 大 阪 都 市 圏 」 で 示 す 圧 倒 的 な 都 市 魅 力 と 品

格 あ る 都 市 景 観 形 成 の 取 組 み を 進 め る こ と 。  

 

（ ２ １ ） 食 品 ロ ス 削 減 へ の 取 り 組 み  

○  売 れ 残 り や 食 べ 残 し な ど 、 本 来 食 べ ら れ る は ず の 食 品 が 廃 棄 さ

れ て し ま う 「 食 品 ロ ス 」 に つ い て 、 府 と し て よ り 効 果 的 な 方 策 を

検 討 し 、 機 運 醸 成 に 取 り 組 む と と も に 、 事 業 者 の 頑 張 り を し っ か

り と 後 押 し し 、 食 品 ロ ス の 削 減 を 図 っ て い く こ と 。  

 

（ ２ ２ ） プ ラ ス チ ッ ク ご み 削 減 の 取 り 組 み  

 ○  Ｇ ２ ０ 大 阪 サ ミ ッ ト で テ ー マ に な っ た 、 生 態 系 へ の 影 響 が 世 界

的 に 懸 念 さ れ て い る 海 洋 プ ラ ス チ ッ ク ご み 問 題 の 解 決 に 向 け た プ

ラ ス チ ッ ク 使 用 削 減 や 、 使 い 捨 て プ ラ ス チ ッ ク の 利 用 削 減 、 プ ラ

ス チ ッ ク 梱 包 材 の リ ユ ー ス な ど の 取 り 組 み を 推 進 し て い く こ と 。

又 、 具 体 的 な 取 組 み 方 法 に つ い て 府 民 、 事 業 者 等 に 広 報 し て い く

こ と 。  

○  プ ラ ス チ ッ ク ご み 削 減 に つ な が る 、 マ イ ボ ト ル や マ イ 容 器 の 普

及 促 進 を 強 力 に 推 進 し て い く こ と 。  
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（ ２ ３ ） 全 国 豊 か な 海 づ く り 大 会 の 大 阪 開 催 と 地 域 の 活 性 化  

○   SDGs に 掲 げ る「 海 の 豊 か さ を 守 ろ う 」な ど の 目 標 達 成 や 地 域

活 性 化 に も つ な が る 、大 阪 の 早 期 開 催 に 向 け 取 り 組 ん で い く こ と 。 

 

（ ２ ４ ） ス マ ー ト シ テ ィ 構 想  

○   高 齢 化 や 人 口 減 少 社 会 な ど の 都 市 が 抱 え る 課 題 解 決 や 最 先 端 技

術 の 活 用 の 場 と し て 、 ス マ ー ト シ テ ィ を 検 討 し て い る が 、 府 下 の

市 町 村 間 に お け る 財 政 格 差 が 懸 念 さ れ る な か 、 一 部 の 市 町 村 だ け

で な く 、 府 域 全 体 が そ の 恩 恵 を 享 受 で き る よ う 、 制 度 設 計 を 行 う

こ と 。  

○   国 の ス マ ー ト シ テ ィ 施 策 と も 連 携 し て い く こ と 。  

○   府 の ス マ ー ト シ テ ィ 戦 略 に お い て 、 当 面 取 組 む テ ー マ の 一 つ と

し て 、 自 動 運 転 等 の モ ビ リ テ ィ が 挙 げ ら れ て い る が 、 オ ン デ マ ン

ド 技 術 を 活 用 し な が ら 自 動 運 転 技 術 の 早 期 実 用 化 を 目 指 し て い く

こ と 。  

 

（ ２ ５ ） 金 剛 山 ロ ー プ ウ ェ イ  

〇  金 剛 山 を 愛 す る 方 々 や 地 域 か ら 残 し て 欲 し い と い う 声 の 大 き い

歴 史 あ る 、 村 が 所 有 す る 金 剛 山 ロ ー プ ウ ェ イ の 再 開 等 に 向 け た 村

の 取 組 み に 対 し て サ ポ ー ト し て い く こ と を 求 め る 。  

 

（ ２ ６ ） ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン タ ク シ ー  

 ○  ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン タ ク シ ー 、 い わ ゆ る Ｕ Ｄ タ ク シ ー に つ い

て は 、 関 係 部 局 が 参 画 す る ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン 推 進 指 針 庁 内 連

絡 会 議 に お い て 、 普 及 促 進 に 向 け た 議 論 が 進 め ら れ て い る と 聞 く

が 大 阪 府 内 の 導 入 車 両 に つ い て は 一 向 に 増 え る 兆 し が な い 。 東 京

都 で は 、 独 自 の 補 助 制 度 を 導 入 し 、 相 当 な 数 の UD タ ク シ ー が

導 入 さ れ て い る と 聞 く 。 来 る べ き 大 阪 ・ 関 西 万 博 に 備 え 、 障 が い

者 や 旅 行 者 等 に や さ し い 万 博 を 目 指 し て い く た め に も 、 府 独 自 の

補 助 制 度 の 導 入 を 目 指 し て い く こ と 。  
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Ⅴ 未来を担うひとづくり  

１  幼 児 教 育 の 発 展 と 質 の 向 上 、 こ ど も ・ 子 育 て 支 援 制 度 等  

○  『（ 仮 称 ）こ ど も 局 』を 設 置 し 、こ ど も に 関 わ る 施 策 を 一 元 的・

機 動 的 に 展 開 す る こ と が で き る 体 制 を 構 築 す る こ と 。  

 

２  こ ど も の 規 範 意 識 を 高 め る 教 育  

（１）郷土愛・「公共」の精神の涵養 

○ 授業及び特別活動において、地域の歴史や伝統・文化の教材化を進

め、郷土大阪を大切にする心を育むため、「大阪らしさ」を生かした

教育改革を着実に推進すること。併せて、学習指導要領の趣旨に則

り、卒業式や入学式及び運動会等の学校行事において国旗を掲揚し、

国歌を斉唱するよう各校長に指導を徹底するとともに、音楽の授業

において国歌の指導を行うよう取り組むこと。また、国歌斉唱にあた

っては、統一形式となるよう取り組むこと。 

さらに、体験を重視した教育活動を通じて、郷土を愛し、「公共」

の精神を涵養する教育を進めるなど、児童・生徒の心の教育の充実を

積極的に図るとともに、学校以外の公共施設においても、日々国旗

が掲揚されるよう努めること。 

○  校 則 に つ い て は 、 教 育 庁 が 全 て の 府 立 高 校 に 対 し て 、 絶 え ず 点

検 ・ 見 直 し が 行 わ れ る よ う 指 導 す る こ と 。 そ の 際 、 各 高 校 は 生 徒

の 実 情 や 保 護 者 の 考 え 方 、地 域 の 状 況 、社 会 の 変 化 な ど を 踏 ま え 、

生 徒 や 保 護 者 か ら 意 見 を 聞 く こ と 。 ま た 、 生 徒 に 心 理 的 負 担 を 与

え な い よ う 、 適 切 に 対 応 す る こ と 。  

 

（ ２ ） 道 徳 教 育 の 充 実  

○  い じ め の 問 題 な ど 、 こ ど も た ち の 心 を 大 き く 傷 つ け る 事 件 や 深

刻 な 事 態 が 見 受 け ら れ る 中 、 道 徳 の 教 科 化 を 受 け 、 こ ど も た ち に

豊 か な 心 を 育 て 、 ま た 社 会 で 生 き る 上 で の 規 範 意 識 を し っ か り 根

づ か せ る よ う 道 徳 教 育 の 充 実 を 図 る こ と 。  

  ま た 、 平 成 ２ ８ 年 度 か ら 行 っ て い る 「 道 徳 教 育 推 進 事 業 」 の 検

証 を 行 い 、 今 後 の 道 徳 教 育 に 活 か し て い く こ と 。  

 

（３）国語教育の強化 

○  我 が 国 の 文 化 の 基 盤 を 成 す 国 語 は 、 学 校 教 育 の あ ら ゆ る 教 科 や

様 々 な 学 問 の 基 盤 で も あ る た め 、 国 語 教 育 の 強 化 を 図 る こ と に よ

っ て 、 すべての学力の基礎となる言語力をさらに培い、こどもたち

が主体的・協働的な学びに向かう力の育成に努めること。 
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３  大 阪 の 教 育 の 立 て 直 し  

（ １ ） 私 学 助 成 制 度 の 充 実  

○  私 立 高 校 の 授 業 料 助 成 制 度 に つ い て は 、 私 学 の 独 自 の 教 育 環 境

や 特 色 を 失 う 可 能 性 と な る キ ャ ッ プ 制 を 見 直 し 、 授 業 料 に お け る

６ ０ 万 円 を 超 え る 部 分 の 負 担 に つ い て は 、 柔 軟 に 学 校 の 選 択 が 可

能 と な る よ う 検 討 す る こ と 。  

○  大 阪 府 外 へ 進 学 す る 生 徒 に つ い て も 、 授 業 料 支 援 補 助 金 の 対 象

と す る こ と 。  

○  効 果 検 証 が 不 十 分 で あ る こ と か ら 、 こ の 制 度 の 適 用 を 受 け た こ

ど も 達 の 私 立 高 校 に お け る 学 び の 実 態 を さ ら に 詳 細 に 調 査 す る こ

と 。  

○  教 育 の 機 会 均 等 の 観 点 か ら 、 私 立 高 校 へ の 進 学 を 希 望 す る 生 徒

の 自 由 な 学 校 選 択 を 保 障 す る た め 、 助 成 制 度 の 適 用 を 受 け て い る

私 立 学 校 に 対 し て 教 育 方 針 、 財 務 状 況 、 教 員 体 制 等 に つ い て 、 情

報 公 開 を さ ら に 充 実 さ せ る よ う 求 め る こ と 。  

な お 、 当 該 情 報 公 開 が 不 十 分 な 私 立 学 校 に 対 し 課 し て い る ペ ナ

ル テ ィ に つ い て 、 生 徒 の 学 校 選 択 の 機 会 を 保 障 す る 観 点 か ら 、 現

行 の 経 常 費 補 助 金 の 定 額 １ ０ ０ 万 円 を 見 直 し 、定 率 制 の 導 入 な ど 、

よ り 厳 し い ペ ナ ル テ ィ を 検 討 す る こ と 。  

○  私 立 学 校 に 対 す る 経 常 費 補 助 金 に つ い て は 、 国 の 財 源 措 置 水 準

ま で 完 全 に 復 元 す る こ と 。  

○  私 立 学 校 施 設 に お け る 避 難 所 運 営 に 不 可 欠 な 災 害 備 蓄 物 資 の 整

備 に 対 し 、 十 分 な 支 援 措 置 が で き る よ う 、 市 町 村 と 連 携 を 密 に 対

応 し て い く こ と 。  

 

（ ２ ） こ ど も の 体 力 向 上  

○  「 全 国 体 力 ・ 運 動 能 力 、 運 動 習 慣 等 調 査 」 で は 、 大 阪 府 の こ ど

も た ち の 体 力 が 全 国 に 比 べ て 低 い 状 況 に あ る こ と か ら 、 学 校 外 の

様 々 な 人 的 資 源 を 活 用 し 、 モ デ ル 校 で の 実 施 に 留 ま ら ず 、 モ デ ル

校 で 実 践 さ れ た 事 例 を 各 小 学 校 に 提 供 す る こ と に よ り 、 全 校 に こ

ど も の 体 力 向 上 に 向 け た 取 組 み を 拡 げ る と と も に 、 効 果 検 証 も 行

う こ と 。  

 

（ ３ ） い じ め 対 策 等  

○  スクールカウンセラーの配置を小学校にまで拡充させ、インターネ

ットやＳＮＳを活用するなど、いじめに関して児童生徒が相談できる

相談窓口の充実を図ること。 

併 せ て 、 子 ど も の 家 庭 環 境 に よ る 問 題 に 対 処 す る た め 、 関 係 機

関 と 連 携 し て 対 応 す る こ と の で き る ス ク ー ル ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー
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を 全 校 対 象 と し て 早 期 に 配 置 、 充 実 さ せ る と と も に 効 果 検 証 を 実

施 し 実 効 性 を 高 め る こ と 。  

ま た 、 ス ク ー ル ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー の 常 勤 雇 用 化 な ど 待 遇 改 善

を 図 る こ と 。  

○ 中途退学や不登校を未然に防ぐためには、様々な不安や課題、悩み

事を抱える生徒を早期に発見し、生徒に寄り添い相談に応じること

ができる体制を整えることが重要である。ついては校内で生徒が気

軽に相談できる、いわゆる「子どもの居場所」づくりをＮＰＯとも連

携し積極的に推進するとともに、中退防止に向けて、高校における生

活実態調査を実施すること。 

○  不 登 校 児 童 ・ 生 徒 の た め に 居 場 所 づ く り を 進 め る フ リ ー ス ク ー

ルと、学校や教育関係機関との効果的な連携、協働を推進すること。 

 

（４）学力の向上 

○ 全国学力・学習状況調査等の結果を検証し、児童・生徒の学力向上

に資するため、習熟度別少人数授業など、個に応じた指導の充実を進

めるとともに、そのために必要とされる優秀な教員を確保すること。 

○ 学習意欲の向上と、自学自習の定着のため、放課後子供教室や学校

支援活動での宿題の見守り等、取組みの充実を図るなど、放課後に児

童の自主学習を支援するなどの取り組みを進められたい。 

○ 学校図書館をより一層活用し、こどもの読書活動を促進するため

に、絵本を含めた蔵書の計画的な整備や開館時間の確保等、読書環境

の充実に向け、図書館司書の専門性を生かした学校図書館支援の取

り組みを進めること。 

 

（ ５ ） ソ ー シ ャ ル メ デ ィ ア に お け る リ ス ク 対 策  

○  携帯電話への過度の依存、ソーシャルメディアを通じた犯罪等が

問題となっていることを踏まえ、トラブルに巻き込まれないよう、

外部の専門家を招き、実例を交えたリスク対策を充実すること。 

 

（ ６ ） 選 挙 権 年 齢 の 引 き 下 げ に 伴 う 教 育 の 充 実  

○  府 教 育 委 員 会 が 平 成 28年 ２ 月 に 策 定 し た 「 政 治 的 教 養 を 育 む

教 育 推 進 の た め の ガ イ ド ラ イ ン 」 を 踏 ま え な が ら 、 す べ て の 高 校

生 が 選 挙 権 行 使 に 必 要 な 教 養 を 身 に 付 け ら れ る よ う 、 政 治 的 教 養

を 育 む 教 育 の 充 実 を 図 る こ と 。 ま た 、 次 世 代 の 社 会 を 担 う 成 熟 し
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た 公 民 と し て 、 選 挙 権 を 適 切 に 行 使 で き る よ う 、 小 中 学 校 に お い

て も 意 識 づ け を 図 る こ と 。  

 

（ ７ ） 教 育 行 政 基 本 条 例 及 び 府 立 学 校 条 例 の 運 用  

 ○   問題の多い校長の公募制度については、制度の効果検証を行うこと。 

○   校 長 の 採 用 に あ た っ て は 、原 則 公 募 制 を 廃 止 し 、「 公 募 す る こ と

が で き る 」 と す る 規 定 に 改 め る こ と 。 ま た 、 採 用 に 当 た っ て は 、

校 長 と し て の 適 性 を よ り 厳 正 に 見 極 め 判 断 す る こ と 。  

○  府 立 高 校 の 再 編 整 備 に つ い て は 、 効 率 的 な 効 果 的 な 教 育 環 境 の

整 備 に 偏 る こ と な く 、 教 育 環 境 ・ 教 育 条 件 の 質 的 向 上 に 繋 げ る と

と も に 、将 来 の 再 編 整 備 に お い て も 、関 係 者 に 丁 寧 に 説 明 を 行 い 、

し っ か り と 府 立 高 校 の 魅 力 づ く り を 進 め 、 各 校 の 魅 力 が 府 民 に 伝

わ る よ う 広 報 活 動 に も 力 を 入 れ る こ と 。  

 

（８）教頭不足への対応等 

○ 学校運営の要たる教頭が仕事に魅力を感じながら、いきいきと仕

事に取組むとともに、教頭を目指す教員を増やしていくためにも、条

件整備と人材育成に積極的に取組むこと。 

 

（９）教員の加配 

 ○ 習熟度別指導の充実や生徒の暴力行為などの生徒指導等に対応す

るため、府独自で加配措置するなど、教職員定数の更なる充実を図

ること。 

 

（１０）教育環境の充実 

○ こどもたちの教育環境を充実させ、安心・安全な学校生活を送れる

よう、老朽化した校舎・講堂兼体育館の改築及び補修整備（校舎美

装、トイレの改修、プールの改修、給水設備の整備、床の張りかえ）

については、速やかに実施すること。 

○ 府立高校における食堂においては、食育上の観点から学食提供の

充実を図るとともに、設備の更新を進めること。 

○ 家庭・地域と連携して登下校時等の安全対策を進めるなど、子供の

安全確保を図るとともに、地域に開かれた学校づくりを進めること。 

○ 地域による学校支援の取り組みや、医療的ケアが必要な児童・生徒

への支援などについては、大阪府の施策による支援が府内の市町村
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に等しく行き渡る措置を講じること。 

○ 学びたい意欲のある若者が進学できるように、貸付金の増額や給

付型奨学金の枠を拡大するなど、高校生等を対象とした既存の奨学

金制度を充実すること。 

○ アスリート、文化芸術家や地域の人材等の学校への登場機会を充

実するなど、特色ある教育環境づくりを進めること。 

 

（ １ １ ） 安 全 な 学 校 づ く り  

○  「 私 立 学 校 耐 震 化 緊 急 対 策 事 業 」 に つ い て 、 財 政 状 況 に よ っ て

実 施 が 困 難 な 学 校 が あ る こ と か ら 、 耐 震 化 が 完 了 す る ま で 事 業 の

継 続 を 図 る こ と 。  

○  市 町 村 が 実 施 す る 安 全 対 策 （ 青 パ ト な ど の 見 守 り 活 動 、 防 犯 カ

メ ラ 等 ） に つ い て 補 助 制 度 な ど 、 財 政 支 援 を 行 う こ と 。  

○  私 立 学 校 の 耐 震 化 １ ０ ０ ％ の 達 成 に 向 け て 支 援 を 行 う こ と 。  

○  平 成 28 年 に 発 生 し た 熊 本 地 震 に お い て 、 体 育 館 な ど の 学 校 施

設 で 照 明 器 具 が 落 下 し 、 避 難 所 と し て 利 用 が で き な い 事 象 が 発 生

し た こ と を 踏 ま え 、 災 害 時 に 避 難 所 と な る べ き 施 設 の 照 明 器 具 に

つ い て 早 期 に 総 点 検 を 実 施 す る こ と 。 ま た 、 Ｌ Ｅ Ｄ 照 明 の 普 及 促

進 を 図 る こ と 。  

○  避 難 所 と し て 指 定 さ れ て い る 私 立 学 校 に つ い て 、 地 震 災 害 時 に

地 域 住 民 の 避 難 所 と し て 、 し っ か り と そ の 役 割 が 果 た せ る よ う 、

非 構 造 部 材 の 耐 震 化 対 策 の 促 進 を 働 き か け て い く こ と 。  

 

（ １ ２ ） 学 校 施 設 の 熱 中 症 対 策   

○  昨 今 の 記 録 的 な 猛 暑 に よ る 熱 中 症 を 防 ぐ た め 、府 内 小 中 学 校 の 教

室 及 び 体 育 館 の ク ー ラ ー の 設 置 に つ い て 、 府 と し て も 早 急 に 市 町

村 へ の 整 備 支 援 を 行 う と と も に 、 国 に 対 し て 整 備 補 助 の 働 き か け

を 行 う こ と 。  

○  府 立 高 校 の 特 別 教 室 及 び 体 育 館 の ク ー ラ ー の 設 置 に つ い て 早 急

に 整 備 を 行 う こ と 。  

 

（ １ ３ ） 支 援 教 育 ・ 支 援 学 校 の 充 実  

○  障 が い の あ る 幼 児 ・ 児 童 生 徒 一 人 ひ と り の 教 育 的 ニ ー ズ に 応 じ

た 教 育 環 境 の 整 備 、 充 実 を 計 画 的 に 図 る こ と 。  

○  児 童 生 徒 数 の 増 加 に あ た っ て の 通 学 区 域 割 の 変 更 に つ い て は 、
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可 能 な 限 り 大 幅 な 変 更 に な ら な い よ う 十 分 に 配 慮 す る こ と 。ま た 、

教 室 転 用 に つ い て も 教 育 環 境 の 低 下 を 招 く こ と の な い よ う 慎 重 に

対 応 す る こ と 。  

○  特 別 支 援 学 級 へ の 空 調 設 備 の 設 置 を 完 了 す る と と も に 、 普 通 教

室 に お け る 空 調 設 備 の 設 置 を 進 め て い く こ と 。  

 

（ １ ４ ） 教 育 施 策 の 効 果 検 証  

○  危 機 的 な 財 政 状 況 が 続 く 中 、 こ れ ま で 多 額 の 税 金 を 教 育 施 策 に

投 入 し て き た 以 上 、 費 用 に 見 合 う 効 果 が 得 ら れ た か ど う か 、 事 業

本 来 の 目 的 を 踏 ま え た 効 果 検 証 を 早 急 に 行 い 、 そ の 結 果 を 公 表 す

る こ と 。  

 

（ １ ５ ） 年 間 授 業 数 の 拡 充  

○  土 曜 授 業 の 活 用 等 に よ り 年 間 授 業 数 を 拡 充 さ せ 、 こ ど も た ち の

学 力 ・ 人 間 力 の 向 上 を 目 指 す と と も に 、 学 校 と 地 域 の 連 携 強 化 を

進 め る こ と 。  

 

Ⅵ あんしんづくり  

１  出 産 ・ 子 育 て 応 援 社 会 の 実 現  

（ １ ） こ ど も 運 賃 の 無 料 化  

○   子 育 て 支 援 の 観 点 か ら 、 大 阪 市 と 共 同 し て 大 阪 メ ト ロ を 利 用 す

る こ ど も の 運 賃 に つ い て 、 全 額 無 料 化 を 導 入 す る こ と 。  

 

（ ２ ） 出 産 ・ 子 育 て 応 援 の た め の 社 会 環 境 づ く り  

○   女 性 が 結 婚 ・ 出 産 ・ 育 児 の ラ イ フ ス テ ー ジ に 応 じ た 多 様 な 働 き

方 が で き 、子 ど も や 家 族 の そ ば で 仕 事 が で き る よ う 、在 宅 ワ ー ク 、

テ レ ワ ー ク 、 フ レ ッ ク ス タ イ ム の 拡 大 を 通 じ て 、 働 き 方 改 革 を 推

進 す る と と も に 、 離 職 し た 女 性 の 現 場 復 帰 ・ 再 就 職 を 支 援 す る こ

と 。  

○   働 く 場 所 で 乳 幼 児 を 預 け る こ と の で き る 企 業 内 保 育 施 設 の 設 置

を 推 進 し 、 親 が こ ど も の そ ば で 働 く こ と の で き る 環 境 整 備 に 取 り

組 む こ と 。  

○   認 定 こ ど も 園 の 拡 充 、 保 育 士 賃 金 の 改 善 、 育 児 相 談 ・ 保 育 園 探
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し を サ ポ ー ト す る 保 育 コ ン シ ェ ル ジ ュ の 設 置 等 を 通 じ て 、 待 機 児

童 の 解 消 を 図 る と と も に 、 保 育 の 質 を 高 め る よ う 取 り 組 む こ と 。  

○   認 可 保 育 所 の み な ら ず 、 小 規 模 保 育 事 業 や 家 庭 的 保 育 事 業 、 居

宅 訪 問 型 保 育 事 業 な ど 様 々 な 形 態 の 保 育 サ ー ビ ス の 導 入 を 検 討

し 、 待 機 児 童 解 消 に 向 け て 市 町 村 と 連 携 し 、 目 標 を 設 定 し た う え

で あ ら ゆ る 方 策 を 講 じ る こ と 。  

○   保 育 時 間 の 延 長 や 休 日 、 夜 間 、 一 時 預 か り 、 病 児 ・ 病 後 児 保 育

な ど 多 様 な ニ ー ズ に 対 応 で き る よ う 、 さ ら に 民 間 保 育 所 等 に 対 す

る 助 成 の 充 実 を 図 る こ と 。  

○   訪 問 型 病 児 保 育 事 業 に つ い て は 、 女 性 が 輝 く 社 会 を め ざ し 仕 事

と 子 育 て を 両 立 で き る 環 境 を 整 え る た め に 、 民 間 の 活 力 を 生 か し

な が ら 利 用 者 が 使 い や す い 制 度 と な る よ う 地 域 の ニ ー ズ を 踏 ま え

取 り 組 み を 進 め る こ と 。  

○   新 型 イ ン フ ル エ ン ザ を は じ め と し た 健 康 危 機 管 理 事 象 が 発 生 し

た 際 に は 、 学 校 と の 連 絡 ・ 協 力 体 制 に 基 づ く 連 携 を 図 る な ど 、 よ

り 一 層 の 健 康 危 機 管 理 体 制 の 強 化 を 図 る こ と 。  

○   夜 間 ・ 休 日 の 精 神 科 を 含 む 救 急 医 療 体 制 及 び 夜 間 の 歯 科 救 急 医

療 体 制 の 充 実 を 図 る こ と 。  

 

（ ３ ） 乳 幼 児 医 療 費 助 成 制 度 の 拡 充  

○  乳 幼 児 医 療 費 助 成 制 度 に つ い て は 、 平 成 ２ ７ 年 度 か ら 創 設 し た

新 子 育 て 支 援 交 付 金 な ど に よ る 支 援 充 実 や 、 市 町 村 が さ ら に 制 度

を 拡 充 で き る よ う 、 所 得 制 限 を 撤 廃 し 、 対 象 年 齢 を 引 き 上 げ る な

ど 、 府 の 支 援 拡 大 を 検 討 す る こ と 。  

 

（ ４ ） 少 子 化 対 策  

○  少 子 化 対 策 の 重 要 性 が 増 す 中 、 講 座 や 交 流 会 な ど 、 結 婚 を 願 う

独 身 男 女 の 出 会 い の き っ か け づ く り に つ い て 、 出 会 い か ら 結 婚 ま

で を ト ー タ ル サ ポ ー ト す る サ イ ト の 構 築 や 婚 活 事 業 の 実 施 と と も

に 、 そ の 後 の 出 産 や 子 育 て に 至 る 総 合 的 な 支 援 や 、 他 府 県 に お け

る 先 進 事 例 の 取 り 入 れ な ど 積 極 的 な 府 の 関 与 を 検 討 す る こ と 。  
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（ ５ ） 子 ど も の 貧 困 対 策  

○  子 ど も の 貧 困 対 策 に 係 る 具 体 的 取 組 と し て 、学 習 支 援 の 場 に 大

学 生 の 参 加 を 促 進 す る と と も に 、 府 内 の 各 地 域 で 取 り 組 ま れ る 子

ど も 食 堂 な ど の 取 組 み を 進 め て い く た め 、 地 域 と 大 学 と を 広 域 的

に コ ー デ ィ ネ ー ト す る 等 外 部 連 携 の 仕 組 み を 構 築 す る こ と 。  

○  子 ど も の 貧 困 対 策 に つ い て は 、 行 政 が 税 を 財 源 と し て 対 応 す る

こ と を 原 則 と す る こ と 。「 子 ど も 輝 く 未 来 基 金 」に つ い て は 、基 金

が 枯 渇 し て 事 業 が 制 約 さ れ る こ と の な い よ う 、基 金 の 目 的 や 使 途 、

そ の 目 標 額 を 企 業 や 府 民 に 明 確 に 示 し 、 し っ か り 寄 付 を 集 め て い

く こ と 。  

○  子 ど も の 貧 困 問 題 に お い て は 、 ス ク ー ル ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー の

役 割 は 重 要 で あ り 、 我 が 会 派 の 教 育 ・ 子 ど も プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム

で ま と め た 「 子 ど も の 教 育 に 関 す る 提 言 」 の と お り 、 配 置 の 拡 充

と 福 祉 に 対 す る 教 員 の 理 解 促 進 に つ い て 、 ス ピ ー ド 感 を 持 っ て 取

組 む こ と 。  

 

２  医 療 体 制 の 充 実  

（ １ ） が ん 治 療 を 中 心 と し た 世 界 一 の 医 療 拠 点 の 整 備  

○  が ん の 早 期 発 見 に つ い て は 、 目 標 を 定 め た う え で 、 全 国 最 低 レ

ベ ル で あ る が ん 検 診 の 受 診 率 の 向 上 に 努 め る こ と 。  

○  肝 炎 に 関 す る 基 礎 的 な 知 識 や 情 報 を 提 供 す る 「 肝 炎 医 療 コ ー デ

ィ ネ ー タ ー 」 の 養 成 を 引 き 続 き 推 進 す る こ と 。  

（ ２ ） 総 合 的 な 健 康 増 進 施 策 の 展 開  

○  高齢社会に対応した介護老人保健施設の整備促進、保健・医療面

からの在宅高齢者対策などを推進すること。また、大規模食中毒事

件などの健康危機管理体制の充実を図ること。 

○  結核感染の状況を引き続き改善するため、ＤＯＴＳ（直接服薬確

認療法）を中心とした患者支援を継続していくとともに、今後発生

が危惧されている新型インフルエンザ、ウエストナイル熱等の新興・

再興感染症等やエイズ、Ｏ157、ノロウイルスなどに対応し得る総合

的感染症対策を推進すること。 

○  多くの府民、特に子供たちに深刻な影響を与える路上喫煙（いわ
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ゆる「歩きたばこ」）について、まちの美化や健康・防災・防火の観

点から、効果的な対策を積極的に実施すること。 

○  「 大 阪 難 病 相 談 支 援 セ ン タ ー 」 を 難 病 患 者 の 皆 さ ん の 声 に 耳 を

傾 け な が ら 、 理 想 の 施 設 に 一 歩 で も 近 づ け る よ う 、 同 セ ン タ ー の

機 能 の 充 実 な ど に つ い て 、 積 極 的 に 取 組 ん で い く こ と 。  

○  泉 州 広 域 母 子 医 療 セ ン タ ー に お け る 周 産 期 医 療 を 担 う り ん く う

総 合 医 療 セ ン タ ー は 、 泉 南 地 域 に お け る 産 科 医 療 を 担 う 拠 点 病 院

と な っ て い る が 、高 度 医 療 を 提 供 す る た め 収 支 は 毎 年 赤 字 で あ り 、

貝 塚 市 以 南 の 4市 3町 が 1/2を 負 担 せ ざ る を 得 な い 状 況 で あ る 。ま

た 、 出 生 数 減 少 に 伴 い 、 収 支 改 善 も 見 込 み 難 い こ と か ら 、 泉 南 地

域 に お け る 周 産 期 医 療 提 供 体 制 を 安 定 的 に 確 保 す る た め 、 同 セ ン

タ ー の 運 営 に 対 す る 財 政 的 支 援 を 検 討 す る こ と 。  

 

（ ３ ） 国 民 健 康 保 険 制 度 改 革  

○  平 成 30年 度 か ら の 新 た な 国 民 健 康 保 険 制 度 に つ い て 、よ り 安 定

的 な 運 営 に 向 け 、 引 き 続 き 国 と 地 方 と の 間 で 十 分 協 議 を 行 う よ う

求 め る と と も に 、 被 保 険 者 の 保 険 料 負 担 が 軽 減 で き る よ う 、 さ ら

な る 財 政 措 置 を 国 に 働 き か け る こ と 。  

 

（ ４ ） 生 涯 歯 科 保 健 対 策  

○  総 合 的 な 歯 科 口 腔 保 健 施 策 を 推 進 す る た め 、「 歯 科 口 腔 保 健 条 例

（ 仮 称 ）」を 制 定 す る と と も に 、府 内 の 市 町 村 に お け る「 歯 科 口 腔

保 健 条 例 （ 仮 称 ）」 の 制 定 に 関 し て 支 援 を 行 う こ と 。  

 ○  総 合 的 な 歯 科 口 腔 保 健 施 策 を 推 進 す る た め 、 歯 科 保 健 医 療 を 担

当 す る 単 独 部 署 を 設 置 す る こ と 。  

 

（ ５ ） 看 護 職 員 の 事 務 作 業 の 効 率 化 の た め の 制 度 改 善  

○  平 成 ２ ８ 年 の 診 療 報 酬 改 定 で は 、 看 護 職 員 が 専 門 性 の 高 い 業 務

に よ り 集 中 す る こ と が で き る よ う 、 書 類 ・ 伝 票 の 整 理 ・ 作 成 等 を

代 行 し 事 務 作 業 を 行 う 看 護 補 助 者 の 病 棟 配 置 が 認 め ら れ た 。 し か

し な が ら 、 患 者 の 入 退 院 に お け る 経 過 の 中 で 、 多 岐 に わ た る 書 類

作 成 が 必 要 と な っ て お り 、 こ れ は 根 本 的 な 見 直 し が 必 要 な 制 度 問

題 で あ る 。 よ っ て 、 国 民 の 生 命 ・ 健 康 ・ 生 活 を 支 え る 看 護 職 員 の

使 命 に 鑑 み 、 書 類 の 簡 素 化 な ど 事 務 作 業 の 効 率 化 に つ な が る 制 度
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改 善 が 図 ら れ る よ う 、 国 に 強 く 働 き か け る こ と 。  

 

（ ６ ） 南 河 内 医 療 圏 に お け る 医 療 の 確 保  

  ○  南 河 内 医 療 圏 に お け る 災 害 拠 点 病 院 ・ 三 次 救 急 医 療 機 関 に つ い

て は 、 大 阪 府 ・ 近 畿 大 学 ・ 大 阪 狭 山 市 の ３ 者 間 に お け る 基 本 協 定

で は 、 移 転 後 も 近 畿 大 学 病 院 が そ の 機 能 ・ 役 割 を 果 た す こ と と し

て い る が 、 大 阪 府 は こ れ ま で 二 次 医 療 圏 ご と に そ の 整 備 目 標 と さ

れ て き た こ と か ら 、 災 害 拠 点 病 院 と 三 次 救 急 医 療 機 関  （ 救 命 救

急 セ ン タ ー ） に つ い て 、 南 河 内 医 療 圏 内 で の 早 期 の 整 備 に 努 め て

い く こ と 。  

 ○  上 記 に 関 連 し 、 南 河 内 地 域 か ら 堺 方 面 、 大 阪 市 内 方 面 へ の ア ク

セ ス 不 安 （ 特 に 大 規 模 災 害 時 ） を 解 消 す べ く 道 路 イ ン フ ラ 整 備 に

努 め て い く こ と 。  

 

３  女 性 や こ ど も た ち が 安 心 し て 暮 ら せ る 社 会 の 実 現  

（ １ ） 児 童 虐 待 の 撲 滅  

○  児童虐待ゼロを目指し、虐待の予防及び早期発見から虐待を受け

た児童の保護及び自立支援まで、児童を虐待から守るための総合的

な施策を推進されるとともに、子ども家庭センターの機能強化や児

童虐待防止地域ネットワークの充実を図ること。 

○  児 童 相 談 所 虐 待 対 応 ダ イ ヤ ル 「 １ ８ ９ 」（ い ち は や く ） の 普 及

啓 発 活 動 を 強 化 す る こ と 。  

○  子 ど も た ち の 安 全 を よ り 一 層 確 実 な も の と す る た め 、 児 童 虐 待

危 険 度 判 定 シ ス テ ム の 活 用 な ど 、 先 進 的 な 取 組 み を 積 極 的 に 活 用

す る と と も に 、 子 ど も 家 庭 セ ン タ ー や 学 校 等 の 関 係 機 関 と の 連 携

を 強 化 し て い く こ と 。  

 

（ ２ ） 里 親 制 度 の 充 実  

○  里 親 制 度 の 普 及 啓 発 か ら 、 里 親 の 開 拓 ・ 研 修 、 里 親 と 子 ど も の

調 整 、 子 ど も の 養 育 中 の 支 援 及 び 里 親 委 託 解 除 後 に お け る 支 援 ま

で 里 親 を 一 貫 し て 支 援 す る 専 門 機 関 に つ い て 、 取 組 み の 充 実 を 図

る と と も に 、 養 子 縁 組 に 関 す る 相 談 ・ 支 援 に つ い て も 総 合 的 に 実

施 す る な ど 、 里 親 委 託 を 確 実 に 推 し 進 め る こ と 。 な お 、 里 親 委 託

へ の 支 援 に あ た っ て は 、 長 年 に わ た り 子 ど も や 家 庭 へ の 支 援 の ノ

ウ ハ ウ を 蓄 積 し て き た 民 間 の 社 会 的 養 護 関 係 施 設 の 専 門 性 を 活 か

し 、 連 携 し な が ら 取 組 み を 推 進 す る こ と 。  
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（ ３ ） 貧 困 状 態 の 家 庭 へ の 支 援  

○  貧 困 の 連 鎖 を 止 め る た め 、 国 、 市 町 村 と 連 携 し 、 教 育 ・ 就 労 ・

生 活 支 援 な ど 総 合 的 に 取 り 組 む こ と 。  

 

（ ４ ） 不 登 校 ・ ひ き こ も り 等 の 支 援  

○  市 町 村 に お け る コ ミ ュ ニ テ ィ ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー の 配 置 に 係 る

交 付 金 予 算 を 増 額 す る と と も に 、 引 き こ も り 調 査 を 踏 ま え た 取 組

み を 確 立 す る こ と 。  

 

（ ５ ） 医 療 ・ 救 急 な ん で も 電 話 相 談 の 創 設  

○  救急医療体制の更なる充実を図るため、＃８０００と＃７１１９

を統合し、医療・救急なんでも電話相談を創設すること。 

 

（ ６ ） Ｄ Ｖ （ ド メ ス テ ィ ッ ク バ イ オ レ ン ス ） 対 策 の 推 進  

○  Ｄ Ｖ 防 止 の た め に 学 校 、 家 庭 、 地 域 な ど で 意 識 啓 発 を 進 め る こ

と 。ま た 、被 害 者 の 早 期 発 見・保 護 に つ な げ る た め の 医 療・福 祉・

教 育 関 係 者 に 対 す る 知 識 の 普 及 に 努 め 、 被 害 者 の 状 況 に 配 慮 し た

警 察 等 と の 連 携 強 化 を は か る こ と 。  

○  市 町 村 に お け る 配 偶 者 暴 力 相 談 支 援 セ ン タ ー の 設 置 促 進 に 向 け

て 関 係 市 町 村 に 働 き か け る と と も に 、 専 門 職 員 の 人 材 養 成 と セ ン

タ ー の 設 置 運 営 に 係 る 財 源 措 置 を 行 う こ と 。  

○  Ｄ Ｖ 再 発 防 止 に 向 け た 加 害 者 へ の カ ウ ン セ リ ン グ や 男 性 相 談 員

の 配 置 な ど 相 談 体 制 を 強 化 す る こ と 。  

○  ＤＶ被害者を支援するシステムの充実を図ること。 

 

（ ７ ） 青 少 年 の 性 被 害 防 止 対 策  

○  女 子 高 校 生 等 に よ る 接 客 サ ー ビ ス を 売 り 物 と す る 「 Ｊ Ｋ ビ ジ ネ

ス 」 に 対 し て は 、 大 阪 府 青 少 年 健 全 育 成 条 例 の 改 正 に よ る 規 制 強

化 後 も 、 引 き 続 き 、 府 教 育 庁 と 連 携 し て 、 直 接 子 ど も 達 に 働 き か

け る 教 育 ・ 啓 発 に 取 組 む こ と 。  

○  青 少 年 が 、 Ｓ Ｎ Ｓ 等 を 通 じ て 知 り 合 っ た 者 に 脅 さ れ た り 、 言 葉

巧 み に だ ま さ れ た り し て 、 自 ら の 裸 体 を 撮 影 し 、 メ ー ル 等 で 送 信

す る 形 態 の 児 童 ポ ル ノ 被 害 が 依 然 と し て 多 い こ と か ら 、 被 害 を 未

然 に 防 止 す る た め 、 広 報 ・ 啓 発 を 行 う こ と 。 ま た 、 国 に 対 し 、 早

期 に 「 児 童 ポ ル ノ 禁 止 法 」 の 改 正 を 求 め る こ と 。  
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（8）すべての女性が輝く社会の実現 

○  男女共同参画社会の実現をめざし、府民・事業者・行政が一体とな

って男女共同参画を推進すること。また、これまで長年にわたり、と

もに歩んできた女性団体の果たしてきた役割を尊重し、支援しつつ、

「すべての女性が輝く社会」の実現をめざした女性の活躍促進施策

の全庁横断的な推進についても積極的に取り組むこと。 

 

（９）受動喫煙防止対策 

〇   大 阪 府 と し て 国 の 規 制 よ り 厳 し い 独 自 条 例 を 制 定 し た こ と を 踏

ま え 、 条 例 の 規 制 対 象 と な る 飲 食 店 に 対 し て 、 十 分 な 財 政 的 、 技

術 的 支 援 を 行 う と と も に 、 規 制 対 象 と な る 飲 食 店 に 対 す る 支 援 策

が 有 効 に 活 用 さ れ る よ う 、 広 く 周 知 す る こ と 。  

 

（ １ ０ ） 登 下 校 時 に お け る 児 童 生 徒 の 安 全 確 保  

○  不 審 者 の 出 没 情 報 に つ い て は 、 警 察 と 連 携 し 、 教 育 委 員 会 、 学

校 と 保 護 者 と の 間 で 情 報 を 迅 速 か つ 確 実 に 情 報 共 有 す る こ と 。  

○ 防犯上の観点からも可能な限り、安全な通学路を設定すること。そ

れでも排除できない危険個所・要注意箇所は、警察、学校と保護者、

地域住民との間で情報共有し、登 下 校 時 の 児 童 生 徒 の 見守り活動を

一層強化する体制を構築すること。 

 

（１１）大阪府ヤングケアラー支援条例の創設 

 〇 府内ではスクールカウンセラーは中学校区に１人配置されている

ものの、カウンセラーから現状を聞き、実際に対応にあたる福祉の専

門家であるSSWの配置をもっと拡充し、福祉部局との連携をさらに

強化することが必要。知事からは、SSWとCSWなどの教育・福祉分

野の連携を強化し、ヤングケアラーを含めた複合化した課題に対応

する方針が示されている。そのためには、支援計画と支援内容の拡充

を図る「大阪府ヤングケアラー支援条例」を策定し、包括的な体制を

整備すること。 

                               

４  高 齢 者 が 生 き い き と 暮 ら せ る 社 会 の 実 現  

（ １ ） 認 知 症 対 策  

○  認知症サポーター、認知症地域支援推進員の育成に努めるなど認知

症施策推進大綱を踏まえ、本府の認知症対策の充実を図ること。 

○  高 齢 者 が 安 心 し て 暮 ら せ る ま ち づ く り を 進 め る た め 、 身 元 不 明

と な る 高 齢 者 へ の 対 策 と し て 、市 町 村 、警 察 等 関 係 機 関 と 連 携 し 、

近 隣 府 県 と 広 域 的 な ネ ッ ト ワ ー ク を 構 築 す る こ と 。  
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○  増 え 続 け る 認 知 症 高 齢 者 等 の 権 利 擁 護 を 図 る た め 、 成 年 後 見 制

度 の よ り 一 層 の 利 用 促 進 に 向 け て 、 専 門 職 団 体 等 と も 連 携 し な が

ら 、 オ ー ル 大 阪 で の 取 り 組 み を 進 め る こ と 。  

○  認 知 症 予 防 を 含 む 総 合 的 な 認 知 症 施 策 推 進 の た め に 、 令 和 ３ 年

３ 月 に 策 定 さ れ た 「 大 阪 府 認 知 症 施 策 推 進 計 画 ２ ０ ２ １ 」 を 踏 ま

え な が ら 、 府 民 が 認 知 症 の 理 解 を 深 め 、 認 知 症 に な っ て も 安 心 し

て 暮 ら せ る 社 会 づ く り に 参 加 す る 機 運 醸 成 を 図 る こ と 。 市 町 村 と

も 協 力 し て 、 計 画 を 踏 ま え 、 認 知 症 対 策 を 推 進 し て い く こ と 。  

 

（２）介護基盤の充実 

○  介護離職ゼロを目指し、介護人材の確保と離職防止のため、待遇

改善を図ること。 

○  特別養護老人ホーム、認知症高齢者グループホームや小規模多機

能型居宅介護拠点の建設を促進し、入所待機者を解消するととも

に、介護療養型医療施設の円滑な転換や、特別養護老人ホームにお

ける多床室のプライバシー確保のための改修に取り組むなど介護基

盤の充実を図ること。 

 

（ ３ ） 地 域 医 療 介 護 総 合 確 保 基 金 事 業  

○  事業実施に際し、関係団体や市町村等の意見を十分取り入れ、引き続

き確実に事業が実施できるよう所要予算額の確保を行うこと。 

○  「 地 域 包 括 ケ ア シ ス テ ム 」 を 構 築 す る た め 、 医 師 、 歯 科 医 な ど

の 専 門 職 が 役 割 を 発 揮 で き る ネ ッ ト ワ ー ク 化 の 整 備 に 向 け 、 府 が

関 係 機 関 と の 橋 渡 し を 進 め て い く こ と 。  

 

（ ４ ） 高 齢 者 運 転 免 許 自 主 返 納 者 の 移 動 手 段 の 確 保  

 ○  車 の 運 転 を や め て 自 由 に 移 動 す る 手 段 を 失 っ た 高 齢 者 は 、 そ の

後 も 運 転 を 続 け る 人 と 比 べ 、 要 介 護 状 態 の リ ス ク が 2.2 倍 以 上

に な る と の 研 究 結 果 も 発 表 さ れ て い る 。 高 齢 者 が 免 許 を 返 納 し や

す い 環 境 づ く り と 返 納 し た 後 に も 移 動 し や す い 環 境 づ く り を 進 め
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て い く こ と 。  

  

５  障 が い 者 が 社 会 の 一 員 と し て 暮 ら せ る 社 会 の 実 現  

（ １ ） 障 が い 者 、 難 病 患 者 の 雇 用 促 進  

○  障 が い 者 を 雇 用 す る 企 業 を 強 力 に バ ッ ク ・ ア ッ プ し 、 府 内 の 障

が い 者 実 雇 用 率 を 法 定 雇 用 率 ま で 引 き 上 げ る こ と 。  

○  制 度 の 狭 間 で 取 り 残 さ れ る か た ち と な っ て い る 難 治 性 疾 患 患 者

の 雇 用 促 進 に も 取 り 組 む こ と 。   

○ 障害者雇用促進法には、「障害者である労働者は、経済社会を構成

する労働者の一員として、職業生活においてその能力を発揮する機

会を与えられるものとする。」とされている。就労継続支援Ａ型事業

所の廃業によって、働きたい障がい者の就労機会が失われないよう、

関係部局が連携し、しっかりと取組んでいくこと。 

 

（２）社会参加の促進等 

○  障が い 児の教育機関卒業後の社会参加を促進するため、職業教育・

進路指導の充実を図ること。 

 ○ 障害者差別解消法及び大阪府障がい者差別解消条例に基づき、相

談事例等を検証し、差別解消の取組みの充実を図ること。また、相談

体制の充実やガイドラインの周知などにより、府民や事業者が差別

解消に取り組む基礎となる障がい理解を深めるとともに、合理的配

慮を始めとする差別解消の取組みの充実を図ること。 

 

（３）障がい者スポーツの振興 

○  障がい者のスポーツの振興を図り、社会参加を一層促進するこ

と。また 、 大阪府立障がい者交流促進センター（ファインプラザ大

阪）等を積極的に活用すること。 

○ 障がい者アスリートを対象としたクラウドファンディングのほか、

障がい者スポーツを幅広く紹介するＰＲツールの活用、障がい者ア

スリートによる学校訪問や障がい者スポーツを学校教育に組込む工

夫などにしっかりと取り組むこと。 

 

（４）発達障がい児者の支援 

 ○ 発達障がい児者の支援のため、切れ目のない医療と福祉、教育の連

携強化や、家族支援、府民啓発や理解の促進、人材育成を図るため、

令和２年度末に策定した第５次大阪府障がい者計画に基づいて、今

後も引き続き取り組みを充実させること。 
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６  総 合 治 安 対 策 の 強 化  

（ １ ） 警 察 官 の 増 員 、 交 番 の 設 置  

○  刑 法 犯 認 知 件 数 は 減 少 傾 向 に あ る も の の 、 人 口 １ ０ 万 人 あ た り

の 刑 法 犯 の 犯 罪 率 が 全 国 最 多 で あ る こ と か ら 、 安 全 な ま ち 大 阪 の

確 立 に 向 け 、 警 察 官 の 増 員 に 引 き 続 き 努 め 、 交 番 の 増 設 に 積 極 的

に 努 め る こ と 。  

○  交 番 の 警 察 官 が パ ト ロ ー ル や 事 件 ・ 事 故 の 取 扱 い の た め 不 在 と

な る 場 合 に 、 落 し 物 の 届 出 や 各 種 相 談 に 応 じ る 「 交 番 相 談 員 」 の

拡 充 を 図 る こ と 。    

ま た 、 外 国 人 観 光 客 に 対 応 す る た め 外 国 語 対 応 が で き る 交 番 に

つ い て も 一 層 の 拡 充 を 図 る こ と 。  

 

（ ２ ） 信 号 機 及 び 横 断 歩 道 の 設 置 等  

○  事 故 危 険 箇 所 や 地 域 の 実 情 に あ わ せ て 、 信 号 機 の 設 置 及 び Ｌ Ｅ

Ｄ 化 、 横 断 歩 道 の 設 置 、 路 面 標 示 の 整 備 を 積 極 的 に 行 う な ど 、 今

後 と も 歩 行 者 等 の 安 全 確 保 に 努 め る こ と 。 特 に 、 老 朽 化 し た 設 備

に つ い て は 早 期 の 更 新 を 行 う こ と 。  

 

（ ３ ） 安 全 な ま ち づ く り  

○  今 後 の 大 阪 ・ 関 西 万 博 を 踏 ま え 、 Ｉ Ｃ Ｔ を 活 用 し た サ イ バ ー セ

キ ュ リ テ ィ な ど 、 今 ま で 以 上 に 治 安 、 テ ロ 対 策 を 進 め る こ と 。  

○  防 犯 カ メ ラ 及 び Ｌ Ｅ Ｄ 防 犯 灯 の 設 置 補 助 な ど の 整 備 促 進 を 図 る

と と も に 、 地 域 で の 防 犯 活 動 拠 点 の 整 備 や 資 機 材 へ の 助 成 を 行 う

こ と 。  

ま た 、 現 場 の 警 察 官 が 防 犯 カ メ ラ の 情 報 や 事 件 発 生 時 に 様 々 な

情 報 を 即 時 に 共 有 で き る よ う 情 報 端 末 機 等 の 配 備 を 進 め る と と も

に 、 防 犯 カ メ ラ の 活 用 方 法 を よ く 検 討 し 、 事 業 を 通 じ て 、 よ り 一

層 、 警 察 と 自 治 体 は 連 携 を 図 り 、 府 民 の 安 全 確 保 に 取 組 ん で い く

こ と 。  

 

（ ４ ） 自 転 車 総 合 対 策  

○  年 齢 層 に 応 じ て の 交 通 安 全 教 育 の 徹 底 、 意 識 啓 発 、 わ か り や す

い 表 示 の 自 転 車 専 用 レ ー ン な ど 通 行 環 境 の 整 備 、 駐 輪 ス ペ ー ス の

確 保 、 放 置 自 転 車 対 策 等 の 施 策 を 市 町 村 と 連 携 し な が ら 推 進 す る

と と も に 、 自転車に係る安全教育の推進や警察による対策と連携し

た自転車走行環境の整備を拡充すること。 
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○ 平成２８年７月に自転車保険の加入が義務付けられたことを踏ま

え、加入率１００％に向けて自転車保険に対するさらなる府民認知

の向上を図ること。 

 

（ ５ ） 交通安全対策 

○  府民を交通事故から守り、快適な歩行空間を提供するため、歩道

設置、道路照明灯（幹線道路の歩道照明を含む）、防護柵などの交通

安全施設の整備を進めること。また、歩行空間のバリアフリー化や通

学路指定がされていない等の撤去方針に合致した横断歩道橋の撤去

に努めるとともに、コミュニティ道路、歩道設置など通学路の安全対

策、幹線道路を中心とした交差点形状の改良などの交通事故抑止対

策を拡充すること。 

○  鉄 道 に お い て は 、 国 や 地 元 市 町 と 連 携 し プラットホームからの

転落防止を目的とした可動式ホーム柵の計画的な整備促進に努める

こと。 

○  高 齢 者 に よ る 交 通 事 故 を 防 止 す る た め 、 高 齢 者 向 け 安 全 サ ポ ー

ト 車 の 普 及 啓 発 等 に 積 極 的 に 取 組 む と と も に 、 関 係 機 関 な ど と 緊

密 に 連 携 を 図 り な が ら 、 高 齢 者 の 特 性 に 応 じ た 、 き め 細 か く 実 効

性 の あ る 取 組 み を 促 進 し 、 高 齢 運 転 者 に よ る 悲 惨 な 交 通 事 故 の 防

止 に 努 め る こ と 。  

〇  電 動 キ ッ ク ボ ー ド は 手 軽 に 乗 れ る パ ー ソ ナ ル モ ビ リ テ ィ と し て

普 及 し つ つ あ る が 、道 路 交 通 法 及 び 道 路 運 送 車 両 法 上 で は「 車 両 」

の 扱 い に な る 。 手 軽 な 乗 り 物 で あ る た め 今 後 、 普 及 が 進 む こ と で

違 法 走 行 等 す る 車 両 も 増 加 す る こ と が 予 想 さ れ る 。 違 反 走 行 等 す

る 車 両 に つ い て は 、 警 察 に お い て 厳 正 に 取 り 締 ま る と と も に 、 あ

ら や る 機 会 を 通 じ て 交 通 ル ー ル の 遵 守 に つ い て 、 周 知 徹 底 を は か

る こ と 。  

 

（ ６ ） 悪 質 商 法 ・ 詐 欺 対 策  

○  消 費 者 被 害 を 未 然 に 防 止 す る た め 、 消 費 者 保 護 条 例 の 積 極 的 運

用 と 関 係 機 関 と の 連 携 を 図 る と と も に 、 消 費 生 活 セ ン タ ー の 機 能

の 充 実 強 化 相 談 事 業 の 府 民 へ の 周 知 徹 底 な ど に よ り 、 消 費 者 の 利

益 保 護 に 努 め る こ と 。  

○  マ イ ナ ン バ ー カ ー ド の 普 及 促 進 に 向 け て 、 交 付 体 制 の 充 実 強 化
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は も と よ り 、 多 目 的 利 用 の 検 討 を 進 め 、 府 が 保 有 す る 府 民 の 個 人

情 報 の 漏 洩 等 が 発 生 し な い よ う 、 よ り 一 層 の 情 報 セ キ ュ リ テ ィ 対

策 に 取 り 組 む こ と 。 ま た 、 府 が 保 有 す る 個 人 情 報 の 漏 洩 や 成 り す

ま し に よ る 被 害 者 を 生 み 出 さ な い た め の 対 策 を し っ か り 講 じ る と

と も に 、 予 算 措 置 や 指 導 助 言 と い っ た 市 町 村 支 援 に 努 め る こ と 。  

○  高 齢 者 が 狙 わ れ 高 額 な 被 害 が 出 て い る 特 殊 詐 欺 、 特 に 被 害 が 増

加 し て い る 還 付 金 詐 欺 へ の 抑 止 対 策 を 重 点 的 に 進 め る こ と 。  

 

（ ７ ） 大 麻 対 策  

 〇  2020年 は 大 麻 取 締 法 違 反 の 検 挙 人 員 が 全 国 で 5千 人 を 超 え

た 。 大 麻 は 、 規 制 薬 物 の 「 入 り 口 」 と 言 わ れ て い る が 、 ま ん 延 の

背 景 に は 大 麻 使 用 の 危 険 性 に 対 す る 認 識 の 甘 さ が 挙 げ ら れ て い

る 。 大 麻 に よ っ て 健 康 が 害 さ れ 、 幻 覚 作 用 や 思 考 力 低 下 、 認 知 障

害 を 引 き 起 こ す リ ス ク な ど 、 そ の 危 険 性 や 違 法 性 に つ い て も あ ら

ゆ る 機 会 を 通 じ て 周 知 徹 底 し て い く こ と 。  

○  年 々 増 加 し て い る 若 年 層 を 中 心 と し た 大 麻 事 犯 の 未 然 防 止 を 含

め た 対 策 の 強 化 を は か る こ と 。 ま た 、 近 畿 厚 生 局 麻 薬 取 締 部 、 大

阪 税 関 な ど の 関 係 機 関 と 連 携 し て 薬 物 の 需 要 根 絶 と 供 給 源 の 遮 断

に 努 め る こ と 。  

  

（ ８ ） 貧 困 ビ ジ ネ ス 対 策  

○  不 正 受 給 や 貧 困 ビ ジ ネ ス の 介 在 を 排 除 す る た め 、 現 物 給 付 の 拡

大 に 引 き 続 き 取 り 組 む と と も に 、 民 間 住 宅 家 賃 の 代 理 納 付 の 拡 充

に 取 り 組 む こ と 。  

 

（ ９ ） 違 法 民 泊 対 策  

○  違 法 民 泊 に 対 す る 住 民 不 安 の 高 ま り や 、 実 際 に ト ラ ブ ル が 発 生

し て い る 中 、 今 後 の 大 阪 ・ 関 西 万 博 を 控 え 、 よ り 一 層 の 違 法 民 泊

対 策 が 必 要 で あ る 。「 違 法 民 泊 通 報 窓 口 」の 設 置 や 、違 法 民 泊 の 徹

底 し た 調 査 と 実 態 把 握 を 行 う 調 査 員 を 配 置 す る な ど 、 効 果 的 な 対

策 を 講 じ る こ と 。  
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（ １ ０ ） 大 阪 府 警 察 に お け る 通 訳 体 制  

○  新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 影 響 で 、 訪 日 外 国 人 は 減 少 し て い

る も の の 、 外 国 人 犯 罪 の 検 挙 件 数 及 び 検 挙 人 員 は 、 依 然 と し て 高

水 準 で 推 移 し て い る た め 、 引 き 続 き 、 国 際 社 会 に 適 切 に 対 応 で き

る 警 察 力 は 十 分 に 確 保 さ れ な け れ ば な ら な い 。 そ の た め に は 、 警

察 職 員 に 対 す る 語 学 教 養 の 充 実 、 民 間 通 訳 人 の 確 保 、 語 学 能 力 者

の 優 先 的 な 採 用 な ど が 必 要 で あ る 。つ い て は 来 阪 外 国 人 が 、「 世 界

一 安 全 な 大 阪 」を 体 感 で き る よ う 、必 要 な 体 制 を 整 え て い く こ と 。 

 

７  健 康 危 機 事 象 等 へ の 対 応  

（ １ ） 健 康 危 機 管 理 等 の 体 制  

○  健 康 危 機 管 理 事 象 の 発 生 時 に お い て は 、 関 係 機 関 と の 連 絡 調 整

の 上 、 速 や か に 必 要 な 措 置 を 講 じ る と と も に 、 府 民 に 対 し て 的 確

な 情 報 提 供 を 行 い 、健 康 被 害 の 拡 散 を 防 ぐ こ と 。さらに、関西国際

空港において、海外から持ち込まれる可能性のある感染症（麻しん

など）対策を充実させること。 

 

（ ２ ） 外 来 生 物 等 へ の 対 応  

○  強 い 毒 性 を 持 つ ヒ ア リ な ど 人 体 に 害 を 及 ぼ す 外 来 生 物 が 国 内 各

地 で 確 認 さ れ て い る 。 大 阪 港 や 関 西 空 港 な ど 海 外 と の 玄 関 口 で あ

る 港 や 空 港 を 有 す る こ と か ら 、 外 来 生 物 に 対 し 水 際 で 防 ぐ こ と が

最 も 重 要 で あ る が 、 府 内 で 繁 殖 が 確 認 さ れ た 場 合 は 確 実 に 駆 除 す

る こ と 。  

○  ヒ ア リ の 危 険 性 や 対 処 方 法 等 に つ い て 、 引 き 続 き 府 民 周 知 を 図

る こ と 。  

〇  大 阪 の 生 態 系 等 に 被 害 を 及 ぼ す お そ れ が あ る 外 来 種 等 に つ い て

管 理 や 抑 制 が 必 要 で あ る こ と や 、野 生 動 植 物 の 保 護 も 重 要 で あ る 。

そ の た め 、生 態 系 の 保 護 の 観 点 か ら 、「 野 生 動 植 物 と の 共 生 に 関 す

る 条 例 」 を 策 定 し 、 府 民 の 意 識 醸 成 を 図 っ て い く こ と 。  

 

（ ３ ） 猛 暑 対 策  

○  近 年 、 記 録 的 な 暑 さ が 原 因 で 、 熱 中 症 の 症 状 に よ り 緊 急 搬 送 さ

れ 、 命 を 落 と す 人 も お り 、 暑 さ が 社 会 問 題 化 し て い る 。 大 阪 府 に
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お い て も 、 暑 さ か ら 身 を 守 る 対 策 方 法 を ホ ー ム ペ ー ジ や 広 告 媒 体

を 通 じ て 周 知 し て い る が 、 人 が 暑 さ か ら 受 け る 影 響 を 軽 減 す る 効

果 的 な 取 組 み を 府 民 、 自 治 体 、 事 業 者 等 に 普 及 さ せ 、 熱 中 症 予 防

対 策 を 推 進 す る こ と 。  

 

８  自 殺 対 策  

○  大 阪 府 に お け る 自 殺 者 数 （ 令 和 ２ 年 １ ， ４ ０ ９ 人 ） 、 自 殺 死 亡

率 （ 令 和 ２ 年 １ ６ ． ０ %） は 、 こ れ ま で の 減 少 傾 向 か ら 昨 年 、 増

加 に 転 じ て い る 。 減 少 傾 向 時 に お い て 、 １ ０ 歳 代 ～ ４ ０ 歳 未 満 の

死 因 の 第 一 位 は 自 殺 で あ る こ と か ら 、 特 に 、 若 年 層 向 け の 支 援 は

急 務 で あ り 、 学 生 や 妊 産 婦 な ど の 自 殺 予 防 や 相 談 体 制 を 充 実 す る

た め 、 行 政 は も と よ り 、 大 学 や 民 間 団 体 な ど 関 係 機 関 と の 連 携 に

よ る 取 り 組 み を よ り 推 進 す る こ と 。  

 

９  民 生 委 員 ・ 児 童 委 員 制 度 の 充 実  

○  昨 今 の 少 子 高 齢 化 の 進 展 、社 会・経 済 環 境 の 変 化 に 伴 い 、地 域

社 会 を 支 え る 民 生 委 員 ・ 児 童 委 員 の 役 割 は 重 要 に な っ て い る が 、

大 阪 府 の 委 嘱 数 は 充 足 し て い な い 。今 後 、民 生 委 員・児 童 委 員 を

取 り 巻 く 環 境 変 化 に 持 続 的 に 対 応 し て い く た め 、業 務 の 負 担 軽 減

策 を 講 じ る と と も に 、次 世 代 担 い 手 の 確 保 策 も 進 め る こ と 。併 せ

て 民 生 委 員・児 童 委 員 の 活 動 を 顕 彰 し 、そ の 活 動 状 況 を Ｐ Ｒ す る

な ど 、府 民 理 解 を 進 め る 啓 発 を 充 実 さ せ 、活 動 環 境 を 整 備 す る た

め の 予 算 を 確 保 す る こ と 。  

 

１ ０  殺 処 分 ゼ ロ  

○  犬猫など愛玩動物の殺処分ゼロに向けた取組みについては、命の

尊厳にかかる重要な問題と認識し、ＮＰＯとの連携など他の自治体

の取組みを参考にしつつ、大阪府動物愛護管理基金を活用しながら、

府内における愛玩動物の殺処分ゼロを早急に実現すること。 
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１ １  悪 質 ク レ ー ム  

  ○  悪 質 ク レ ー ム に 関 す る ポ ス タ ー の 作 成 や 悪 質 ク レ ー ム 事 例 を 共

有 化 、 ま た 倫 理 的 な 消 費 行 動 を 促 す プ ロ グ ラ ム を 実 施 す る な ど 、

消 費 者 教 育 や 情 報 発 信 ・ 啓 発 活 動 に 取 組 む こ と 。  

 

１ ２  サ イ バ ー セ キ ュ リ テ ィ 対 策 の 強 化  

  ○  府 有 施 設 の サ イ バ ー セ キ ュ リ テ ィ 対 策 の さ ら な る 強 化 を し て い

く こ と 。 ま た 、 ノ ウ ハ ウ 等 に つ い て 市 町 村 へ の 支 援 を 行 っ て い く

こ と 。  

〇 府 警 と 協 力 し な が ら 、 サ イ バ ー セ キ ュ リ テ ィ の 強 化 に 努 め て い

く こ と 。  

 

１ ３  拉 致 被 害 者 の 啓 発 等  

〇  市 町 村 立 小 学 校 ６ 年 生 と 市 町 村 立 中 学 校 ３ 年 生 の 全 ク ラ ス で の

ア ニ メ め ぐ み を 視 聴 す る こ と 。 ま た 、 北 朝 鮮 人 権 侵 害 問 題 啓 発 期

間 に お い て 全 市 町 村 立 小 中 学 校 内 で の 啓 発 ポ ス タ ー を 掲 示 す る こ

と や 北 朝 鮮 に よ る 拉 致 被 害 者 の 救 出 を 願 う 意 思 表 示 で あ る ブ ル ー

リ ボ ン を 課 長 級 以 上 の 職 員 は 着 用 す る こ と 。 以 上 ３ 点 に つ い て 、

100％ を 目 指 し て い く こ と で 拉 致 被 害 者 へ の 府 民 の 関 心 と 認 識 を

深 め る 取 組 を 進 め て い く こ と 。  

 

Ⅶ 交通ネットワークをひろげる 

（ １ ） 高 速 道 路 等 の 整 備 等  

○  近 畿 圏 の 高 速 道 路 料 金 の 完 全 シ ー ム レ ス 化 に 向 け て 、 残 る 箕 面

有 料 道 路 の 移 管 が 早 期 に 実 現 さ れ る よ う 、 関 係 機 関 と 協 議 を 進 め

る こ と 。  

○  淀川左岸線２期区間及び延伸部については、交通渋滞の緩和、広

域道路ネットワークを形成するものとして、事業の着実な推進が図

られるよう事業者に働きかけること。 

○  府 内 市 町 村 か ら 強 く 要 望 さ れ て い る 都 市 計 画 道 路 の 整 備 に つ い

て は 、 新 た な ま ち づ く り や 、 渋 滞 緩 和 、 防 災 対 策 な ど の 観 点 か ら
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も 、 ス ピ ー ド 感 を も っ て 可 能 な 限 り 早 期 の 整 備 を 目 指 す こ と 。  

○  ビッグデータを活用した都市交通の最適化、大型バス駐車場の整

備推進など、インバウンド戦略としてのインフラ整備を推進するこ

と。 

 〇 阪 神 高 速 14 号 松 原 線 （ 喜 連 瓜 破 ） 大 規 模 更 新 事 業 に よ り 、 約

3 年 間 通 行 止 め が 行 わ れ る 。 一 般 道 の 渋 滞 対 策 を 行 う と と も に 、

高 速 道 路 を 迂 回 利 用 し た 際 は 高 速 料 金 を 上 振 れ さ せ な い な ど 、 交

通 へ の 影 響 を 最 小 限 に 食 い 止 め る こ と 。  

 

（ ２ ） 鉄 道 ネ ッ ト ワ ー ク の 整 備 等  

○  大 阪 モ ノ レ ー ル の 門 真 以 南 の 延 伸 に つ い て は 、 引 き 続 き 関 係 市

と 十 分 に 協 議 し な が ら 、 着 実 な 事 業 の 推 進 を 行 う こ と 。  

○  な か も ず 駅 に つ い て は 、 南 海 高 野 線 、 泉 北 高 速 鉄 道 線 と 地 下 鉄

御 堂 筋 線 と の 乗 り 継 ぎ 駅 と し て 多 く の 方 が 利 用 す る 交 通 結 節 駅 で

あ る こ と か ら 、 そ の 利 便 性 の さ ら な る 向 上 に 向 け 駅 の 乗 り 継 ぎ の

改 善 に 取 り 組 む こ と 。  

○  リ ニ ア 中 央 新 幹 線 に つ い て 、 東 京 ・ 大 阪 間 全 線 早 期 開 業 を 関 係

機 関 に 積 極 的 に 働 き か け る こ と 。  

○  北 陸 新 幹 線 の 早 期 事 業 着 手 及 び 関 西 国 際 空 港 を 起 点 と し た ネ ッ

ト ワ ー ク の 構 築 に 向 け て 、 関 係 機 関 に 働 き か け る こ と 。  

 

Ⅷ 大阪府政の立て直し 

（ １ ） 知 事 重 点 事 業 等 の 効 果 検 証  

○  す べ て の 知 事 重 点 事 業 に つ い て 、 早 急 に 効 果 検 証 を 行 い 、 検 証

結 果 を 議 会 に 提 示 す る こ と 。  

 

（ ２ ） 優 秀 な 人 材 確 保 ・ 組 織 体 制 の 強 化  

○  公 募 部 長 制 度 は 、 公 募 の 実 施 の 際 、 恣 意 的 運 用 の 可 能 性 も あ る

な ど 、公 募 校 長 制 度 も 含 め 、問 題 点 が 顕 著 で あ る こ と か ら 、原 則 公
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募 制 を 廃 止 し 、「 公 募 す る こ と が で き る 」と す る 規 定 に 改 め る こ と 。

ま た 、公 募 部 長 、公 募 校 長 の 評 価 は 評 価 項 目 、基 準 及 び 結 果 を 公 表

す る こ と 。  

 ○  相対評価による人事評価については、本来の人事評価制度の目的が

達成されているとは言い難いため、制度を抜本的に見直すこと。 

 

（ ３ ） 新 公 会 計 制 度 の 活 用  

○  大 阪 府 の 厳 し い 財 政 状 況 の 中 、 財 務 状 況 を 的 確 に 把 握 し 、 コ ス

ト 分 析 や 施 策 評 価 な ど 、 府 政 運 営 に 資 す る 制 度 と し て 、 新 公 会 計

制 度 を 活 用 す る と と も に 、「 財 政 の 見 え る 化 」に 努 め 、府 民 に と っ

て 分 か り や す い 内 容 と す る こ と 。 併 せ て 新 公 会 計 制 度 の メ リ ッ ト

を 積 極 的 に 府 内 の 市 町 村 に 情 報 発 信 を 図 る こ と 。   

 

（ ４ ） 財 政 運 営 の 見 直 し  

○  決 算 剰 余 金 の 扱 い に つ い て 、 財 政 調 整 基 金 の 取 り 崩 し 額 を 先 に

元 に 戻 し 、 そ れ で も 、 な お 残 る 剰 余 金 を 財 政 調 整 基 金 と 減 債 基 金

に １ ／ ２ ず つ 積 み 立 て る よ う 、 財 政 運 営 基 本 条 例 の 規 定 を 見 直 す

こ と 。  

○  減 債 基 金 の 復 元 に つ い て は 、 財 政 運 営 基 本 条 例 の 規 定 を 十 分 に

踏 ま え 、 適 切 か つ 確 実 に 復 元 さ れ る よ う 努 め る こ と 。  

 

（ ５ ） 文 書 管 理 条 例 の 制 定  

○  今 後 、森 友 問 題 の よ う な「 文 書 が 残 っ て い な い 。」と い う よ う な

事 案 が 二 度 と 発 生 し な い よ う に す る た め に も 、 作 成 す べ き 文 書 は

し っ か り と 作 成 し 、 残 し て い く も の は き っ ち り と 残 し て い く と い

う 文 書 管 理 を 徹 底 し て い く た め 、 条 例 化 を 行 う こ と 。  

（ ６ ） 働 き 方 改 革 の 推 進  

○  職 員 の 働 き 方 改 革 に つ い て は 、 働 き 方 改 革 関 連 法 の 成 立 の 趣 旨

を 踏 ま え 、 職 員 の 健 康 保 持 の 観 点 か ら も 月 ８ ０ 時 間 以 上 の 長 時 間

労 働 の 是 正 を 進 め る と と も に 、 モ バ イ ル 端 末 等 の 大 幅 増 や サ テ ラ

イ ト オ フ ィ ス を 府 内 全 域 に 拡 充 す る こ と に よ る テ レ ワ ー ク の 推 進

な ど 、 真 の 働 き 方 改 革 を 推 進 す る こ と 。   

○  男 性 の 育 児 参 加 が 女 性 の 活 躍 推 進 に は 欠 か せ な い 。 職 員 研 修 等

の 場 を 通 じ て 、 職 員 の 意 識 啓 発 を 図 る な ど 、 男 性 職 員 が 子 育 て に

参 加 し や す い 職 場 環 境 づ く り を 着 実 に 進 め て い く こ と 。  
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○  教員の働き方改革については、「全校一斉退庁日」「ノークラブデー」

の実施や、「部活動指導員」「スクールソーシャルワーカー」をはじめ

とした専門人材の活用などの取り組みを進めているが、令和２年度

の１人あたりの平均時間外在校時間は全日制で３３７時間と依然と

して高い水準にある。教職員の健康保持の観点からも、管理職であ

る教頭、校長と管理職以外の教員双方のさらなる意識改革や部活動

指導員の拡充など、時間外勤務の縮減に繋がる取り組みを進めてい

くこと。 

  

 


